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立教大学観光学部編集

特集

観光と歴史

近代リゾートの歴史を映す
モナコ公国
臺純子

「観光団がやってきた」
南洋群島住民にとっての「内地観光」
千住一

江戸庶民の行動文化
四季の日帰りレクリエーション活動の楽しみ
橋本俊哉

「交流文化」フィールドノート❼

パリ・シャンゼリゼ大通りにおける
空間利用調査
松村研究室

旅行業と宗教
日本の観光の原風景としての
中西裕二

表紙写真／Société des Bains de Mer

読書案内
日本人の海外旅行の歴史をめぐって
『海外観光旅行の誕生』
『異国憧憬―戦後海外旅行外史』

立教大学観光研究所の活動紹介
北アフリカにおける観光調査

在外研究通信 04　　
シアトルの豚パレード
杜国慶
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TOURISM and HISTORY

立教大学観光学部は2006年4月、これまでの観光学科に加え、
交流文化学科を新設し、2学科体制に移行しました。フィール
ドを世界に拡げ、リアリティに満ちた学びの場を提供するオン
リーワンの観光教育を目指します。

立教大学観光学部
観光学科／交流文化学科

立教大学観光学部
〒352-8558　
埼玉県新座市北野1-2-26　
TEL 048-471-7375

学部の紹介や入学案内については

http://www.rikkyo.ne.jp/grp/tourism/
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［特集］

観光と歴史
TOURISM and HISTORY

観光のグローバルな成長はめざましい。同

時に様 な々形態が生まれ、観光は刻 と々変

化している。いっぽう歴史をひもとけば、観光

は今日われわれが目にし、体験する姿とは異

なる相貌を見せる。19世紀に世界に先駆け

て観光を国の柱に据えたモナコ公国の近代

リゾート開発。戦前日本の統治下にあった南

洋群島で実施された「内地観光団」。江戸後

期にさかんに行われた花見や月見。熊野詣

に見られる日本の「観光」の原風景。これら

は観光の現在を映す鏡でもある。本号では、

観光学における歴史研究の可能性を探る。

モナコで唯一、プライベートビーチを持っていたモンテカルロ・ビーチホテル（1928年開業）
写真／Société des Bains de Mer
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取
材
先
か
ら
研
究
対
象
へ

地
中
海
に
面
し
た
世
界
で
2
番
目
に
小
さ
な
独
立

国
、
モ
ナ
コ
公
国
。
公
道
で
F

-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
カ
ー

レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
る
唯
一
の
国
で
あ
り
、
ま
た
ハ
リ

ウ
ッ
ド
女
優
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
が
、
モ
ナ
コ
の
レ
ニ

エ
3
世
と
結
婚
し
た
、
ま
さ
に
「
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
」

の
国
と
し
て
も
有
名
だ
。
モ
ナ
コ
と
聞
く
と
、
多
く

の
人
は
、「
F

-

1
」
か
ケ
リ
ー
公
妃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
か
く
言
う
私
も
、
1
9
8
9
年
、

当
時
編
集
者
を
し
て
い
た
雑
誌
の
取
材
で
初
め
て
モ

ナ
コ
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
や
は
り
「
F

-

1
」
と
「
グ
レ
ー
ス
王
妃
」
し
か
思
い
つ
か
な
か
っ
た
。

モ
ナ
コ
は
公
国
で
あ
り
、
国
家
元
首
は
「
公
」、
そ
の

妃
は
「
公
妃
」
で
あ
っ
て
、「
王
」、「
王
妃
」
と
い
う

尊
称
を
用
い
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
さ
え
も

知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ナ
コ
を
代
表
す
る
オ
テ
ル
・
ド
・
パ
リ
、
オ
テ

ル
・
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
ほ
か
、
グ
ラ
ン
・
カ
ジ
ノ
や

カ
ジ
ノ
内
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
あ
る
い
は
F

-

1
グ
ラ

ン
プ
リ
レ
ー
ス
や
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
ラ
リ
ー
な
ど
を
運
営

す
る
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
・
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
世
界
最
高

の
ラ
ク
シ
ャ
リ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
と
も
い
わ
れ
る
全
長
25

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
マ
キ
シ
ク
ラ
ス
の
ヨ
ッ
ト
の
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
・
レ
ー
ス
と
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る

観
光
を
国
の
産
業
の
柱
に
据
え
た
モ
ナ
コ
公
国
の

リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
1
8
5
6
年
に
始
ま
る
。

地
中
海
に
面
し
た
こ
の
小
国
の
観
光
地
形
成
の
歴
史
を
通
し
て
、

1
5
0
年
間
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
生
き
抜
い
て
き
た
理
由
を
探
る
。

近
代
リ
ゾ
ー
ト
の

歴
史
を
映
す

モ
ナ
コ
公
国

文 

臺
純
子

写
真
協
力
／S

ociété d
es B

ains d
e M

er

、
モ
ナ
コ
政
府
観
光
会
議
局

海水浴治療施設として開業したバン・ド・メール・ド・モナコのポスター

1848年までの国境
市境
1848年以後のモナコ公国領

サルディニア
王国

ニース州

サン・
レモ州

マントン

ロックブリュンヌ

モナコ
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ア
氏
は
、
贅
沢
な
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
モ
ナ
コ
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
語
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
1
9
8
0
年
代
半
ば
か
ら
の
過
剰
投
機

に
よ
る
資
産
価
格
の
高
騰
、い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ
ル
経
済
」

が
海
外
旅
行
者
数
激
増
を
後
押
し
し
、
1
9
8
7
年

に
運
輸
省
（
当
時
）
が
提
案
し
た
、
1
9
8
6
年
の
海

外
旅
行
者
5
5
2
万
人
を
、
1
9
9
1
年
ま
で
の
5

年
間
で
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
「
テ
ン・
ミ
リ
オ
ン
計
画
」

も
1
9
9
0
年
に
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
1
9
9
0

年
代
に
入
る
と
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
1
9
8
7
年
の

総
合
保
養
地
域
整
備
法
、
通
称
「
リ
ゾ
ー
ト
法
」
の

も
と
、
全
国
各
地
で
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
が
開
発
し

た
リ
ゾ
ー
ト
が
次
々
と
破
綻
し
た
。
様
々
な
要
因
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
海
外
旅
行
を
通
じ
て
、
本
場

の
リ
ゾ
ー
ト
を
経
験
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
施
設

だ
け
は
立
派
だ
が
、
内
容
が
伴
わ
な
い
「
箱
物
」
開

発
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
が
魅
力
的
に
思
え
な
か
っ
た
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

1
9
9
8
年
、
99
年
と
続
け
て
モ
ナ
コ
取
材
の
機

会
に
再
び
恵
ま
れ
た
と
き
、
日
本
各
地
で
次
々
と
開

発
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
が
、
あ
っ
け
な
く
破
綻
し
て
い

く
の
に
、
な
ぜ
モ
ナ
コ
は
1
5
0
年
も
の
間
、
贅
沢

な
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ

ろ
う
と
考
え
た
。
欧
米
に
お
け
る
近
代
リ
ゾ
ー
ト
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
、
特
に
王
侯
貴
族
や
大
富

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
・
ド
・
モ
ナ
コ
な
ど
、
取
材
先
の
す
べ

て
が
、
モ
ナ
コ
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
歴
史
に
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、
モ
ナ
コ
が
贅
沢
な
リ
ゾ
ー
ト
と
呼
ば
れ

て
き
た
由
縁
の
一
端
を
取
材
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

し
か
し
当
時
、
オ
テ
ル
・
ド
・
パ
リ
、
オ
テ
ル
・
エ

ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
、
両
ホ
テ
ル
の
総
支
配
人
で
あ
っ
た

デ
ル
・
ア
ン
ト
ニ
ア
氏
が
「
こ
の
ホ
テ
ル
に
逗
留
さ
れ

る
お
客
様
の
ト
ラ
ン
ク
に
は
必
ず
タ
キ
シ
ー
ド
と
ピ

ジ
ャ
マ
が
入
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
意
味
を
、
本
当

に
理
解
で
き
た
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
後
に
な
っ
て
、
オ
ー

ト
ク
チ
ュ
ー
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
コ
コ
・
シ
ャ
ネ
ル
の
伝

記
を
読
ん
だ
と
き
だ
っ
た
。
ピ
ジ
ャ
マ
（pyjam

as

）
と

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
パ
ジ
ャ
マ
、
つ
ま
り
寝
巻
き
を
意

味
す
る
が
、
実
は
「
ピ
ジ
ャ
マ
」
に
は
、
シ
ャ
ネ
ル
が

1
9
2
0
年
代
、
イ
ン
ド
の
ゆ
っ
た
り
し
た
シ
ャ
ツ
と

ズ
ボ
ン
の
上
下
服
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
発
表
し
た
海
浜

着
の
意
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
冬
の
避
寒
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
っ
た
モ
ナ
コ

は
、
1
9
2
0
年
代
に
は
、
上
流
階
級
の
人
々
が
日

光
浴
や
海
水
浴
を
愉
し
む
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
に
転
換
し

は
じ
め
て
い
る
。
彼
ら
は
、
ビ
ー
チ
や
プ
ー
ル
サ
イ
ド

で
、
昼
は
、
水
着
に
シ
ャ
ネ
ル
の
「
ピ
ジ
ャ
マ
」
を
ま

と
い
、
夜
は
タ
キ
シ
ー
ド
や
ド
レ
ス
に
着
替
え
て
カ
ジ

ノ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
繰
り
出
し
た
。
デ
ル
・
ア
ン
ト
ニ

6

豪
た
ち
の
暮
ら
し
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
社
会
構

造
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
、
初
め
て
の
モ
ナ

コ
滞
在
以
来
、
様
々
な
取
材
を
通
じ
て
知
っ
て
は
い
た

が
、
き
ち
ん
と
整
理
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
モ
ナ
コ

は
ど
の
よ
う
に
し
て
贅
沢
な
リ
ゾ
ー
ト
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
モ
ナ
コ
が
1
5
0
年
間
、
贅
沢
な
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
生
き
抜
い
て
き
た
秘
密
が
分
か
る
か

も
し
れ
な
い
。
取
材
先
と
し
て
の
モ
ナ
コ
公
国
は
、
こ

う
し
て
リ
ゾ
ー
ト
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
。

モ
ナ
コ
公
国
観
光
地
形
成
の
歴
史

フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
侵
攻
な
ど
に
よ
っ
て

モ
ナ
コ
公
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
王
国

保
護
領
と
、
そ
の
帰
属
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
た
。

そ
し
て
1
8
4
8
年
、
イ
タ
リ
ア
王
国
建
国
を
目
指

す
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
レ
2
世
は
、
モ
ナ
コ
公

国
領
の
ロ
ッ
ク
ブ
リ
ュ
ン
ヌ
と
マ
ン
ト
ン
を
占
領
す
る
。

モ
ナ
コ
公
国
は
こ
の
両
市
の
統
治
権
を
フ
ラ
ン
ス
第
二

帝
政
時
代
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
3
世
に
割
譲
す
る
こ
と
で
、

よ
う
や
く
独
立
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
領
土
の
95
パ
ー
セ
ン
ト
を
失
っ
た
モ
ナ
コ
公
国
は
、

経
済
危
機
を
打
開
す
る
た
め
、
観
光
を
国
の
産
業
の

柱
に
据
え
た
の
で
あ
る
。

モ
ナ
コ
の
観
光
開
発
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ラ
ン

特集　観光と歴史　近代リゾートの歴史を映すモナコ公国

サル・ガルニエ

モナコ公国、19世紀の来訪者数
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資料：Journal de Monaco（1861年-1902年） から筆者作成

1860年代前半に建設されたカジノ

左の小さな建物がカフェ・ド・パリの前身カフェ・ディヴァン
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グ
ロ
ワ
と
オ
ー
ベ
ー
ル
に
カ
ジ
ノ
の
利
権
を
与
え
た

1
8
5
6
年
に
始
ま
る
。
以
後
、
約
1
5
0
年
に
お

よ
ぶ
ホ
テ
ル
や
カ
ジ
ノ
な
ど
の
観
光
施
設
建
設
、
鉄

道
や
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況
を
時
系
列
で

整
理
し
、
さ
ら
に
モ
ナ
コ
を
訪
れ
た
人
々
の
写
真
や

モ
ナ
コ
を
舞
台
に
し
た
映
画
、
文
学
作
品
な
ど
か
ら
、

モ
ナ
コ
に
滞
在
し
た
人
た
ち
と
、
そ
の
滞
在
ス
タ
イ

ル
を
読
み
取
る
と
い
う
手
順
で
研
究
を
行
っ
た
結
果
、

モ
ナ
コ
公
国
の
観
光
地
形
成
は
、
次
の
よ
う
な
6
つ
の

時
期
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

第
1
期
﹇
挑
戦
と
挫
折

：

1
8
5
6
年
‐
1
8
6
0
年
﹈　

観
光
に
よ
る
国
づ
く
り
を
企
図
し
、
夏
の
集
客
の

た
め
に
海
水
浴
治
療
の
施
設
を
、
冬
の
集
客
の
た
め

に
カ
ジ
ノ
を
作
っ
た
が
、
カ
ジ
ノ
は
失
敗
に
終
わ
り
、

海
水
浴
治
療
の
施
設
は
、
避
寒
客
の
施
設
へ
と
変
質

す
る
。
従
来
、
コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
は
避
寒
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
モ
ナ

コ
公
国
の
観
光
開
発
初
期
に
お
い
て
は
、
冬
は
カ
ジ
ノ
、

夏
は
海
水
浴
治
療
と
い
う
2
シ
ー
ズ
ン
制
で
集
客
を

は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
２
期
﹇
雪
辱
戦

：

1
8
6
3
年
‐
1
8
8
9
年
﹈

第
1
期
の
失
敗
を
踏
ま
え
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル

グ
か
ら
招
聘
し
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ブ
ラ
ン
に
、
イ
ン
フ

ラ
や
ア
ク
セ
ス
整
備
を
行
う
と
い
う
条
件
で
、
カ
ジ
ノ

の
独
占
権
を
与
え
た
。
そ
し
て
グ
ラ
ン
・
カ
ジ
ノ
や
カ

フ
ェ
・
ド
・
パ
リ
、
オ
テ
ル
・
ド
・
パ
リ
な
ど
、
現
在

の
モ
ナ
コ
公
国
を
代
表
す
る
観
光
施
設
が
次
々
と
作

ら
れ
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
、
鉄
道
、
道
路
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
整
備
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
モ
ナ
コ
へ
の
来
訪
者
数
は
1
8
6
1
年
に

は
、
8
1
4
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
1
8
8
9
年

に
は
50
万
人
に
な
る
な
ど
、
避
寒
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
た
。

第
３
期
﹇
充
実
と
女
性

：

１
８
９
３
年
‐
１
９
３
５
年
﹈

美
術
館
、博
物
館
、映
画
館
な
ど
の
建
設
や
、ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
（
写

真
5
）
な
ど
に
よ
り
、「
観
光
地
」
と
し
て
の
魅
力
が

充
実
す
る
。
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
タ
ブ
ー

の
意
識
が
変
化
し
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中
で
、

女
性
を
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
位
置
付
け
て
い
っ

た
。
第
1
期
に
造
ら
れ
た
海
水
浴
治
療
施
設
は
、
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
と
し
て
カ
ジ
ノ
広
場
近
く
に
移

転
新
築
さ
れ
た
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
き
っ
て
の
大
富
豪
の
家
に
生
ま
れ
、

趣
味
で
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
リ
・

ラ
ル
テ
ィ
ー
グ
の
写
真
集
な
ど
か
ら
、
コ
ー
ト
・
ダ

ジ
ュ
ー
ル
の
避
寒
リ
ゾ
ー
ト
が
、
夏
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
へ
変
質
し
始
め
た
の
は
1
9
2
0
年
代
初
期
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
モ
ナ
コ
や
イ
タ
リ
ア
の

マ
ン
ト
ン
を
中
心
に
発
行
さ
れ
て
い
た
マ
ン
ト
ン
・
ア

ン
ド
・
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
・
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
英
字
新
聞

を
分
析
し
た
結
果
、1
9
3
0
年
代
半
ば
過
ぎ
ま
で
は
、

避
寒
需
要
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
避
寒
リ
ゾ
ー
ト
か

ら
夏
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
転
換
は
徐
々
に
進
ん
だ
。

第
４
期
﹇
戦
争
に
よ
る
中
断

：

１
９
３
９
年
‐
１
９
４
５
年
﹈

カ
ジ
ノ
の
閉
鎖
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
占

領
な
ど
、
戦
争
に
よ
っ
て
モ
ナ
コ
公
国
の
観
光
開
発
が

中
断
し
た
。

第
５
期﹇
再
生
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

：

１
９
４
６
年
‐
１
９
８
４
年
﹈

コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
全
域
が
夏
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
へ
本
格
的
に
変
質
し
、
来
訪
者
も
、
王
侯
貴
族
や

富
裕
層
な
ど
か
ら
一
般
の
観
光
客
へ
と
大
き
く
変
わ

る
中
で
、
モ
ナ
コ
公
国
に
も
同
様
の
変
化
が
起
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
モ
ナ
コ
公
国
は
、
埋

め
立
て
工
事
に
よ
る
国
土
拡
張
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施

設
建
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
集
中
的
に
行
な
っ

た
。
さ
ら
に
レ
ニ
エ
公
と
グ
レ
ー
ス
公
妃
夫
妻
が
主
導

し
て
、
テ
レ
ビ
、
映
画
、
サ
ー
カ
ス
や
花
な
ど
、
誰
に

で
も
分
か
り
や
す
い
華
や
か
な
テ
ー
マ
の
イ
ベ
ン
ト
を

創
設
し
た
。

モナコF-1グランプリ

美容・健康医療施設として世界的に有名なレ・テルム・マラン・ド・モンテカルロ
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© JC VINAJ/MITI INFO IMAGE
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第
６
期
﹇
ユ
ニ
ー
ク
な
「
観
光
地
」

：

１
９
８
５
年
以
降
﹈

モ
ナ
コ
公
国
を
象
徴
す
る
グ
ラ
ン
・
カ
ジ
ノ
と
周
辺

観
光
施
設
の
「
復
古
的
」
改
装
・
改
修
や
、
21
世
紀

に
向
け
て
行
わ
れ
た
浮
き
桟
橋
の
建
設
や
鉄
道
駅
の

地
下
化
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
新
設
な
ど
の
5
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て
、
モ
ナ
コ
公
国

は
「
真
の
ユ
ニ
ー
ク
」
な
「
観
光
地
」 1）
と
し
て
存
続

し
続
け
る
決
意
を
表
明
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

世
界
は
変
わ
り
続
け
る

モ
ナ
コ
公
国
の
観
光
地
形
成
の
歴
史
を
整
理
し
て

み
る
と
、
2
つ
の
大
き
な
変
化
が
見
え
て
く
る
。

第
1
は
、訪
問
者
の
属
性
の
変
化
で
あ
る
。
第
2
期
、

第
3
期
ま
で
は
、
王
侯
貴
族
や
富
裕
層
、
あ
る
い
は

芸
術
家
、
文
化
人
な
ど
が
訪
れ
て
い
た
の
に
、
第
二

次
世
界
大
戦
を
挟
ん
で
、
第
5
期
以
降
は
、
一
般
観

光
客
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
客
へ
と
様
変
わ
り
し
た
。
こ

れ
は
戦
後
に
普
及
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

流
れ
を
受
け
て
、
一
般
の
人
々
が
バ
カ
ン
ス
や
観
光
旅

行
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
中
近
東
な
ど
の
多
く
の
王
室
が
1
9
1
0

年
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
に
姿
を
消
し
た
と

い
う
社
会
変
化
の
影
響
も
大
き
い
。
本
物
の
貴
族
に

か
わ
っ
て
、
華
を
添
え
る
役
割
を
果
た
し
た
の
が
映

画
や
演
劇
界
の
ス
タ
ー
 2）

た
ち
で
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
、
映
画
や
テ
レ
ビ
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
が
創
設
さ

れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
変
化
と
無
関
係
で
は
な
い
。

第
2
の
変
化
は
、
滞
在
ス
タ
イ
ル
と
滞
在
時
期
の

変
化
で
あ
る
。モ
ナ
コ
で
は
、第
1
期
に
冬・
夏
、2
シ
ー

ズ
ン
制
の
集
客
を
試
み
た
が
失
敗
し
た
。
第
2
期
は
、

ま
さ
に
避
寒
リ
ゾ
ー
ト
一
色
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か

し
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
勃

発
ま
で
の
、
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
時
代
に
、
女
性
の
自
立
、

社
会
進
出
が
進
む
。
第
3
期
に
な
る
と
、
富
裕
層
の

中
で
も
流
行
に
敏
感
な
人
々
が
、
冬
だ
け
で
な
く
夏

に
も
、
モ
ナ
コ
を
含
め
た
コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
を
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
モ
ナ
コ
で
は
唯
一
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
を
持
つ
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
モ
ン
テ
カ

ル
ロ
・
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
の
開
業
は
1
9
2
8
年
で
あ
り
、

滞
在
ス
タ
イ
ル
と
滞
在
時
期
の
変
化
を
と
ら
え
た
も

の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
完

全
に
夏
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
へ
と
変
質
し
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
誘
致
は
、
冬
場
の
「
オ
フ・

シ
ー
ズ
ン
対
策
」
と
い
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

「
日
焼
け
」
が
労
働
者
階
級
の
代
名
詞
で
あ
り
、
特

に
上
流
の
女
性
に
と
っ
て
肌
を
晒
す
の
が
タ
ブ
ー
で

あ
っ
た
時
代
に
は
、
夏
の
集
客
は
成
功
せ
ず
、「
日
焼

け
」
が
お
洒
落
な
こ
と
と
な
っ
て
初
め
て
、
夏
の
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
転
換
が
可
能
と
な
っ
た
。
滞
在
ス
タ

イ
ル
の
変
化
は
、
価
値
観
の
変
化
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
王
侯
貴
族
や
富
裕
層

が
訪
れ
て
い
た
避
寒
リ
ゾ
ー
ト
時
代
に
は
、
11
月
頃

か
ら
翌
年
3
月
頃
ま
で
約
半
年
も
滞
在
し
た
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
一
般
客
も
訪
れ
る
夏
の
ビ
ー
チ

リ
ゾ
ー
ト
へ
、
さ
ら
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
リ
ゾ
ー
ト
へ

と
転
換
し
て
い
く
中
で
、
数
泊
程
度
の
滞
在
へ
と
変

化
し
た
。

い
ず
れ
の
変
化
も
、
モ
ナ
コ
が
企
図
し
た
も
の
で
は

な
く
、
外
的
要
因
の
変
化
に
対
応
し
た
結
果
で
あ
る
。

第
2
期
に
、
ホ
テ
ル
王
セ
ザ
ー
ル・
リ
ッ
ツ
と
オ
ー
ギ
ュ

ス
ト
・
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
の
コ
ン
ビ
で
黄
金
時
代
を
築
い

た
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
な
ど
の
高
級
ホ

テ
ル
も
、
第
5
期
に
入
る
と
撤
退
、
廃
業
し
た
。
外

的
要
因
の
変
化
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
モ
ナ
コ
の

高
級
ホ
テ
ル
と
い
え
ど
も
破
綻
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

1
5
0
年
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
生
き
抜
い
た
秘
密

リ
ゾ
ー
ト
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
施
設
を
造
り
さ
え

す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
も
儲
か
る
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
世
界
や
社
会
が
変
化
し
続
け
る
の

に
合
わ
せ
て
、
常
に
新
し
い
企
画
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
注

ぎ
込
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
の
育

成
に
も
時
間
が
か
か
る
。
モ
ナ
コ
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
何
代
に
も
わ
た
っ
て
同
じ
ホ
テ
ル
や
レ
ス

ト
ラ
ン
で
働
い
て
い
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
も

地下化されたモンテカルロ駅構内

コート・ダジュール地域でも屈指のコンベンション施設、グリマルディ・フォーラム © JC VINAJ/MITI INFO IMAGE
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多
く
、
そ
の
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
リ
ゾ
ー
ト
さ
え
造
れ
ば
儲
か
る
と
言
わ

れ
た
が
、そ
の
多
く
が
破
綻
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、近
年
、

今
度
は
「
カ
ジ
ノ
さ
え
造
れ
ば
儲
か
る
。
観
光
も
地

域
も
発
展
す
る
」
と
言
い
だ
し
た
。
モ
ナ
コ
公
国
に

お
い
て
、
カ
ジ
ノ
に
よ
る
収
入
は
、
1
9
8
0
年
代

半
ば
以
降
、
国
家
予
算
の
4
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
。

日
本
が
バ
ブ
ル
景
気
に
浮
か
れ
て
い
る
頃
す
で
に
、
モ

ナ
コ
公
国
は
カ
ジ
ノ
に
頼
ら
な
い
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
道
を

探
り
、
こ
の
20
年
を
地
道
に
積
み
重
ね
て
き
た
。
モ

ナ
コ
が
1
5
0
年
以
上
も
の
間
、
贅
沢
な
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
た
秘
密
は
、
モ
ナ
コ
公

国
公
宮
殿
に
長
年
つ
と
め
、
さ
ら
に
海
洋
博
物
館
で

モ
ナ
コ
公
国
の
歴
史
を
研
究
し
て
き
た
カ
ル
パ
ン-

ラ

ン
ク
ル
女
史
が
「
モ
ナ
コ
人
が
、
カ
ジ
ノ
の
売
り
上
げ

で
楽
を
し
て
き
た
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
の
誤
解
で

す
。い
つ
も
必
死
に
働
き
続
け
て
き
た
の
で
す
」と
語
っ

た
、
ま
さ
に
そ
の
言
葉
に
尽
き
る
。

モ
ナ
コ
を
対
象
に
し
た
研
究
は
、
観
光
が
、
遊
び

気
分
や
思
い
つ
き
や
横
並
び
意
識
で
う
ま
く
行
く
も

の
で
は
な
い
と
い
う
取
材
者
と
し
て
の
実
感
を
確
信

に
変
え
た
。
同
時
に
、
次
の
一
節
を
思
い
出
さ
せ
て
く

れ
た
の
で
あ
る
。

「
自
分
た
ち
の
文
明
を
、
間
違
い
な
い
見
方
で
観
察

す
る
こ
と
は
、
決
し
て
容
易
な
わ
ざ
で
は
な
い
。
こ

の
目
的
を
果
す
に
は
三
つ
の
は
っ
き
り
し
た
方
法
、
即

ち
旅
行
、
歴
史
及
び
民
族
学
が
あ
り
、
私
が
こ
れ
か

ら
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
す
べ
て
こ
の
三

つ
の
方
法
で
思
い
つ
い
た
の
だ
が
、
そ
の
ど
の
方
法
も

客
観
性
を
も
た
ら
す
点
で
、
外
か
ら
思
わ
れ
る
ほ
ど

大
き
な
助
け
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
…
…

欠
点
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旅
行
、
歴
史
及
び

民
族
学
は
、
最
上
の
手
段
で
あ
る
の
で
、
私
た
ち
は

で
き
る
だ
け
多
く
こ
れ
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」 3）
。
モ
ナ
コ
公
国
の
観
光
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、
現

代
日
本
の
観
光
と
社
会
を
観
察
す
る
た
め
の
方
法
で

も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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湾の向こう側にグラン・カジノや高級ホテルが次々と建てられていった

モナコ公国の観光地形成の時代区分とその特徴

第1期（1856-1860）

挑戦と挫折

時代区分 観光開発の特徴

第2期（1863-1889）

雪辱戦

第3期（1893-1935）

充実と女性

第5期（1946-1984）

再生のためのインフラ

第6期（1985-現代）

ユニークな「観光地」

第4期（1939-1945）

戦争による中断

カジノ創設とホテル建設、海水浴治療
施設開業

カジノ、ホテル、カフェ施設、広場、
庭園、音楽キオスクなど

文化・芸術・科学・スポーツなどの施
設建設。モンテカルロ・ビーチホテル
開業

休廃業のホテル跡地の整備。コン
ベンション施設。グラン・カジノ、カ
フェ・ド・パリなどの「復古的改装」

5大プロジェクトの実施/2000人規模
の多目的施設、浮き桟橋、新ホテル
など

建設中止、カジノ閉鎖

カジノ広場で音楽演奏、日傘美人コン
テストなどを開催

モータースポーツや文化的イベント
の創設、国際会議の誘致

テレビ、映画、サーカス、花火など誰
にでもわかるイベントの創設

IT対応など、ホテル客室の改装、ル・
テルム・マラン・ド・モナコ（美容と
健康）開業（1995）

フェリー、鉄道、道路の整備

周辺地域からモナコに入る山越え道
路、立体化など

鉄道路線の地下化とそれに伴う道路
整備。駐車場の整備も進む

高速道路との接続、駅の地下化

来訪者の属性の特徴
ハード面 ソフト面 アクセス面

海水浴治療を好んだのはイタリア人

王侯貴族や富裕階級

前期の来訪者に加え、自立した女性
が目立つようになる

ソーシャル・ツーリズムの流れを受けた一
般のバカンス客や観光客。コンベンション
客も登場。イベントの参加者として映画や
演劇などのスターが数多く訪れる

コンベンション客が3割を占める

滞在期間・時期、滞在スタイル

避寒シーズンは11月から5月で、約
半年。避寒目的であるが、社交空間
でもあった

避寒シーズンは11月から5月で、約
半年。一部の人は日光浴や海水浴を
楽しむため、夏にも訪れるようになる

滞在日数は、観光が4泊程度、コンベンショ
ンは70年代/5泊前後、80年代/4泊前後。
夏の海水浴、日光浴、観光。イベントの通
年化が進む

滞在期間は80年代以降横ばい
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椰
子
の
下
へ　

酋
長
団
の
帰
郷　

去

月
二
十
七
日
横
須
賀
入
港
以
来
、

連
日
に
亘
り
て
各
地
を
観
光
し
た
る
南
洋

酋
長
団
一
行
は
、
十
三
日
の
鎌
倉
見
物
を

以
て
内
地
観
光
の
終
り
を
告
げ
た
れ
ば
、

予
定
の
如
く
十
四
日
午
後
一
時
横
須
賀
出

帆
の
南
海
丸
に
て
、
帰
島
の
途
に
就
き
た

り
。是
よ
り
前
、出
帆
当
日
の
一
行
は
、愈
ゝ

数
日
後
に
は
懐
か
し
き
我
島
に
帰
ら
る
ゝ

と
聞
き
、
今
迄
の
疲
れ
も
忘
れ
て
一
同
嬉
々

と
し
て
早
朝
よ
り
起
床
し
、
各
地
よ
り
の

土
産
物
を
一
杯
に
詰
込
み
し
行
李
を
携
へ
、

午
後
一
時
十
分
、
河
原
監
督
大
尉
よ
り
愈
ゝ

出
帆
と
言
渡
さ
れ
て
、
珍
客
一
同
今
更
の

如
く
無
量
の
感
慨
に
打
た
れ
、
中
に
は
上

甲
板
に
走
せ
上
り
て
遙
に
別
れ
を
惜
む
も

あ
り
た
り
。
斯
く
て
同
船
は
、
正
一
時
と

云
ふ
に
錨
を
捲
い
て
、
油
の
如
く
風
渡
り

た
る
海
面
を
辷
る
が
如
く
走
り
去
り
た
り
。

こ
れ
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
八
月
一
五
日
付

け
の
『
国
民
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
﹇
句

読
点
は
引
用
者
が
適
宜
補
っ
た
。
以
下
同
じ
﹈。
こ
の
な
か

1915（大正4）年、日本統治下の南洋群島

で実施された、地域住民を日本に呼んで

実見させるという内地観光団。その諸相

は、近代日本における「観光」概念がど

のように位置づけられていたのかを問うた

めの糸口を提供してくれる。

観光団が
やってきた

で「
珍
客
」
と
称
さ
れ
た
彼
ら
は
一
体
何
者
で
あ
っ
て
、

そ
し
て
、
彼
ら
を
乗
せ
た
船
は
一
体
ど
こ
へ
向
か
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
一
四
年
一
〇
月
、
日
本
は
第
一
次
世
界
大

戦
へ
の
参
戦
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
領
で

あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
一
帯
を
占
領
し
、
当
該
地
域

を
「
南
洋
群
島
」
と
し
て
統
治
、
支
配
し
た
。
そ
し

て
、
南
洋
群
島
の
統
治
行
政
に
あ
た
っ
た
臨
時
南
洋

群
島
防
備
隊
﹇
以
下
、
防
備
隊
﹈
は
早
速
、
地
域
住
民

の
な
か
か
ら
首
長
関
係
者
や
実
力
者
を
選
抜
し
、
数

週
間
に
わ
た
っ
て
日
本
本
土
の
様
子
を
実
見
さ
せ

る
と
い
う
方
策
を
企
画
す
る
。「
内
地
観
光
団
」﹇
以

下
、
観
光
団
﹈
と
呼
称
さ
れ
た
こ
の
住
民
統
治
政
策
は
、

一
九
二
二
年
に
統
治
機
関
が
防
備
隊
か
ら
南
洋
庁
へ

移
管
さ
れ
て
か
ら
も
続
け
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
を
除

く
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
年
一
回
ず
つ

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
延
べ
約
六
六
〇
名
の
南

洋
群
島
住
民
が
観
光
団
に
参
加
し
、
内
地
を
訪
れ
る

こ
と
と
な
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
右
の
記
事
で
言
及
さ
れ
て
い

る
の
は
、
一
九
一
五
年
に
日
本
統
治
下
南
洋
群
島
か

ら
派
遣
さ
れ
た
第
一
回
観
光
団
の
こ
と
で
あ
る
。
無

論
、
八
月
一
四
日
に
横
須
賀
を
出
港
し
た
南
海
丸
の

行
き
先
は
、
彼
ら
が
日
常
生
活
を
送
る
南
洋
群
島
で

あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
一
九
一
五
年
の
夏
に
日
本
を

ドイツ、日本、アメリカに統治され続けたミクロネシアの歴史を感じさせる風景

南洋群島住民にとっての「内地観光」
文 千住一



1�1�

て
横
須
賀
を
出
発
す
る
。

こ
れ
ら
第
一
回
観
光
団
が
内
地
に
お
い
て
訪
れ
た

場
所
、
す
な
わ
ち
、
観
光
団
参
加
者
た
ち
に
見
せ
よ

う
と
し
た
事
物
に
込
め
ら
れ
た
意
図
に
つ
い
て
指
摘

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
南
洋
群
島
に
対
す
る
日
本

の
圧
倒
的
な
優
位
性
の
提
示
と
い
う
点
に
尽
き
よ
う
。

つ
ま
り
、
近
代
化
さ
れ
規
律
化
さ
れ
た
日
本
の
軍
事

力
を
、
そ
し
て
、
帝
都
東
京
で
勃
興
し
た
消
費
社
会

型
の
生
活
様
式
を
、
そ
れ
ぞ
れ
南
洋
群
島
住
民
の
代

表
的
立
場
に
あ
る
参
加
者
に
見
せ
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、ド
イ
ツ
に
か
わ
る
新
た
な
統
治
者
と
し
て
の
「
日

本
」
の
姿
を
、強
く
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
一
連
の
「
東
京
観
光
」

が
宮
城
遙
拝
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
極
め

て
象
徴
的
な
意
味
を
持
ち
得
る
。

新
聞
報
道
の
な
か
の
観
光
団

冒
頭
で
も
引
い
た
よ
う
に
、
南
洋
群
島
か
ら
や
っ

て
き
た
観
光
団
の
内
地
に
お
け
る
動
向
は
、
当
時
の

東
京
で
ひ
ろ
く
流
通
し
て
い
た
新
聞
各
紙
に
、
頻
繁

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
論

調
を
通
覧
し
て
み
る
と
、「
驚
異
」
や
「
畏
怖
」
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、
観
光
団
の
姿
を
描
き
出
そ
う
と
す
る

傾
向
が
強
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
七
月
二
九
日
付

訪
れ
た
第
一
回
観
光
団
の
諸
相
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
み
た
い
。

観
光
団
が
目
に
し
た
も
の

観
光
団
は
、
新
占
領
地
と
し
て
の
南
洋
群
島
に
お

け
る
住
民
統
治
と
い
う
関
心
の
下
に
整
備
さ
れ
、
そ

の
参
加
者
は
、
一
般
住
民
に
対
し
て
影
響
力
を
持
つ

名
望
家
た
ち
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
実
際
、
一
九
一
五

年
に
組
織
さ
れ
た
第
一
回
観
光
団
に
は
多
く
の
住
民

有
力
者
が
参
加
し
、
こ
の
傾
向
は
、
後
に
組
織
さ
れ

た
各
観
光
団
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な

る
。
先
に
見
た
新
聞
記
事
が
、
観
光
団
を
「
南
洋
酋

長
団
」
と
表
現
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た

理
由
が
存
在
す
る
。

さ
て
、
七
月
下
旬
に
横
須
賀
に
到
着
し
た
観
光
団

一
行
は
、
横
須
賀
鎮
守
府
に
お
い
て
軍
艦
、
飛
行
機
、

工
廠
な
ど
を
実
見
し
た
後
、
八
月
一
日
に
東
京
駅
へ

降
り
立
つ
。
そ
の
翌
日
か
ら
一
行
は
、
現
在
の
皇
居

に
あ
た
る
宮
城
へ
の
遙
拝
を
皮
切
り
に
、
歩
兵
第
三

連
隊
、
世
田
谷
野
砲
連
隊
、
戸
山
近
衛
騎
兵
連
隊
、

小
石
川
砲
兵
工
廠
、
遊
就
館
、
靖
国
神
社
と
い
っ
た

軍
関
連
施
設
や
、
三
越
呉
服
店
、
帝
国
劇
場
、
上
野

動
物
園
、
浅
草
で
の
活
動
写
真
と
い
っ
た
、
当
時
の

東
京
に
お
け
る「
娯
楽
」
と
関
連
し
た
場
所
を
訪
問
し
、

す
で
に
見
た
と
お
り
、
一
四
日
に
南
洋
群
島
へ
向
け

1�

け
『
万
朝
報
』
は
、
横
須
賀
に
入
港
し
た
際
の
観
光

団
の
様
子
に
つ
い
て
、「
追
浜
か
ら
飛
ん
で
来
た
飛
行

機
が
船
の
上
に
円
形
を
描
い
た
の
を
見
て
、
何
れ
も

目
を
円
く
し
、
あ
れ
は
何
と
い
う
鳥
で
す
と
聞
く
か

ら
、
よ
く
説
明
し
て
や
る
と
二
度
吃
驚
し
た
」
と
伝

え
る
。
ま
た
、
七
月
三
〇
日
付
け
『
時
事
新
報
』
は
、

横
須
賀
鎮
守
府
で
軍
艦
朝
日
に
よ
る
空
砲
発
射
訓
練

に
接
し
た
一
行
の
様
子
を
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
其
凄
じ
き
光
景
に
奇
声
を
発
し
て
喜
び
合
ひ
、
中
に

は
殷
々
た
る
砲
声
に
驚
き
、
甲
板
上
に
突
伏
す
者
さ

へ
あ
り
た
り
」。

あ
る
い
は
、
三
越
呉
服
店
に
て
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
際
の
観
光
団
の
様
子

を
、
八
月
四
日
付
け
の
『
時
事
新
報
』
と
『
中
外
商

業
新
報
』
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
初
め
平
面
に
乗
つ
て
動

き
出
し
、
階
段
と
な
り
初
め
た
瞬
間
に
は
﹇
中
略
﹈、

不
審
と
恐
怖
に
襲
は
れ
て
手
摺
に
囓
り
付
い
た
者
が

多
か
つ
た
」、「
箱
の
中
へ
入
る
の
か
ら
し
て
気
味
悪

る
げ
で
あ
つ
た
が
、
音
も
な
く
登
り
出
す
と
、
尻
餅

を
つ
い
て
驚
い
た
も
の
あ
れ
ば
、『
下
か
ら
誰
か
押
し

上
げ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
』
と
奇
妙
な
断
定
を
下
し
た

男
も
あ
る
」
な
ど
書
く
。

加
え
て
、
新
聞
各
紙
に
よ
る
観
光
団
報
道
は
、
こ

う
し
た
文
章
に
よ
る
記
述
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
新
聞
各
紙
は
、
各
訪
問
先
に
お
け
る
一
行

特集　観光と歴史　観光団がやってきた
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取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
南
洋
群
島
を
占
領

し
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
や
、
そ
こ
に
居
住
す
る

人
間
た
ち
の
実
際
と
い
っ
た
も
の
が
、
読
み
手
に
対

し
て
よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
各
新
聞
の
な
か
で
描
き
出
さ
れ
た
の
は
、

帝
国
日
本
あ
る
い
は
帝
都
東
京
が
有
し
て
い
る
「
近

代
性
」
や
「
文
明
性
」、「
支
配
者
性
」
と
い
っ
た
も

の
に
対
し
て
、
恐
れ
、
戦
き
、
跪
く
観
光
団
参
加
者

た
ち
の
姿
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
観
光
団
は
、
こ
れ
ら

の
描
写
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
前
近
代
性
」
や

「
非
文
明
性
」
と
い
っ
た「
後
進
性
」
の
み
な
ら
ず
、「
被

支
配
者
性
」
を
も
抱
え
持
っ
た
集
団
と
し
て
、
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
一
行

の
宮
城
遙
拝
に
ま
つ
わ
る
新
聞
報
道
が
、
日
本
の
新

た
な
支
配
民
と
し
て
の
観
光
団
の
姿
を
浮
き
彫
り
に

し
た
端
的
な
例
で
あ
る
こ
と
は
、
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
。

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
一
連
の
観
光
団
報

道
を
通
じ
、
最
終
的
に
新
聞
読
者
た
ち
が
手
に
入
れ

た
の
は
、
ド
イ
ツ
と
い
う
西
欧
列
強
の
一
角
を
打
ち

破
り
、
南
洋
群
島
と
い
う
新
占
領
地
な
ら
び
に
新
支

配
民
を
手
に
入
れ
、
そ
こ
に
居
住
す
る
住
民
た
ち
を

従
属
さ
せ
る
に
十
分
な
「
先
進
性
」
と
「
支
配
者
性
」

を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
、些
か
自
惚
れ
に
近
い
「
自

画
像
」
で
あ
っ
た
。

「
媒
介
／
媒
体
」
と
し
て
の
観
光
団

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
掲
げ
た
新
聞
記
事
に
は
、
観

光
団
は
大
量
の
「
土
産
物
」
を
抱
え
て
南
洋
群
島
に

帰
島
し
た
、
と
あ
る
。
い
く
つ
か
の
新
聞
報
道
か
ら

総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
三
越
呉

服
店
で
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
各
訪
問

先
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
品
々
で
あ
っ
た
。
観
光
団
が
南

洋
群
島
に
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
「
土
産
物
」
を
い

く
つ
か
列
挙
す
る
な
ら
ば
、時
計
、石
鹸
、鏡
、衣
服
、靴
、

布
、
馬
の
置
物
、
お
も
ち
ゃ
の
鉄
砲
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
。
し
か
し
、
内
地
を
訪
れ
た
観
光
団
が
南
洋

群
島
に
持
ち
帰
っ
た
最
大
の
「
土
産
物
」
は
、
一
連

の
行
程
に
お
け
る
「
見
聞
」
で
あ
り
「
経
験
」
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

上
述
し
た
新
聞
報
道
に
お
け
る
観
光
団
描
写
も
含

め
、
観
光
団
と
い
う
存
在
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
最
後
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
観
光
団
は
、
宗
主
国

で
あ
る
日
本
と
占
領
地
で
あ
る
南
洋
群
島
と
の
あ
い

だ
を
、
様
々
な
か
た
ち
で
「
媒
介
」
し
た
と
言
え
る
。

つ
ま
り
観
光
団
は
、
日
本
と
南
洋
群
島
の
あ
い
だ
を

行
き
来
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
占
領
し
た
南
洋

群
島
の
姿
を
日
本
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
新
た
な
統

治
者
と
な
っ
た
日
本
の
姿
を
南
洋
群
島
に
伝
え
る「
媒

体
」
と
し
て
機
能
し
た
。
こ
の
観
点
に
お
い
て
、「
南

洋
」
か
ら
の
観
光
団
一
行
は
、
単
な
る
「
珍
客
」
と

い
う
表
層
的
な
表
現
だ
け
で
は
説
明
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
当
時
の
日
本
と
南
洋
群
島
の
あ
い
だ
の
関

係
性
を
内
包
し
た
役
割
を
担
っ
て
い
た
、
と
結
論
づ

け
ら
れ
る
。

既
述
の
と
お
り
、
約
二
〇
日
間
に
わ
た
る
内
地
滞

在
を
経
た
後
、
観
光
団
一
行
は
南
洋
群
島
へ
の
帰
途

に
就
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
聞
報
道
に
晒
さ
れ
な

が
ら
「
内
地
観
光
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
帝
国
日

本
の
新
た
な
支
配
民
の
「
表
象
」
と
な
っ
た
参
加
者

た
ち
は
も
は
や
、
新
占
領
地
た
る
南
洋
群
島
へ
の
帰

島
に
際
し
、「
無
量
の
感
慨
に
打
た
れ
」、「
遙
に
別
れ

を
惜
む
」
よ
う
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
ほ
か
な
か
っ

た
。

「
観
光
」
概
念
の
歴
史
化

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
日
本
統
治
下
南
洋

群
島
に
お
け
る
第
一
回
観
光
団
の
諸
相
は
、
近
代
日

本
に
お
い
て
「
観
光
」
と
い
う
概
念
が
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
問

う
た
め
の
糸
口
を
提
供
し
て
く
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
は
、「
観
光
」
と
い
う
言
葉
の
原
初
的
な
意
味

に
つ
い
て
、「
国
や
地
域
の
光
を
み
る
／
み
せ
る
」
と

説
明
し
て
き
た
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
近
代
日
本
が

新
た
に
手
に
入
れ
た
南
洋
群
島
に
お
い
て
組
織
さ
れ

た
「
観
光
」
団
が
、
宗
主
国
た
る
日
本
内
地
に
お
い

て
、「
何
」
を
「
ど
の
よ
う
に
」「
み
た
／
み
せ
ら
れ
た
」

の
か
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本

の
姿
を
撮
影
し
、
観
光
団
の
様
子
を
伝
え
る
文
章
の

傍
ら
に
そ
れ
ら
の
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
説
得
的
な
記
事
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

顕
著
な
例
が
、「
東
京
観
光
」
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

宮
城
遙
拝
に
関
す
る
一
連
の
報
道
で
あ
ろ
う
。

こ
の
と
き
の
様
子
は
い
く
つ
か
の
新
聞
に
よ
っ
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
八
月
三
日
付
の

『
報
知
新
聞
』
は
、
宮
城
を
臨
む
二
重
橋
前
で
、
日
章

旗
の
小
旗
を
手
に
頭
を
下
げ
る
一
行
の
写
真
を
掲
載

し
な
が
ら
、「
右
手
に
日
章
の
小
旗
を
振
り
つ
ゝ
、
恭
々

し
く
脱
帽
し
て
最
敬
礼
」
と
伝
え
て
い
る
。

新
聞
報
道
が
意
味
す
る
も
の

果
た
し
て
、
こ
れ
ら
の
新
聞
報
道
は
、
単
に
、「
南

洋
」
か
ら
観
光
団
が
や
っ
て
き
て
日
本
の
姿
に
驚
い

て
帰
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
出
来
事
を
読
み
手
に
伝

え
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
踏
み
込
ん
で
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
一
連
の
観
光

団
報
道
は
ま
ず
何
よ
り
も
、
各
新
聞
の
読
者
層
た
る

東
京
の
市
民
に
対
し
て
、
第
一
次
大
戦
で
の
「
戦
果
」

を
、
よ
り
現
実
的
な
か
た
ち
で
提
示
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
観

光
団
と
は
、
日
本
が
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
ド
イ
ツ

か
ら
奪
取
し
た
南
洋
群
島
の
住
民
代
表
者
た
ち
の
集

ま
り
な
の
で
あ
っ
て
、
新
聞
紙
上
で
観
光
団
の
姿
が

に
お
け
る
「
観
光
」
と
い
う
概
念
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、

よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

す
な
わ
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
観
光
団
と
い
う

存
在
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
、
対
外
的
に
示
さ
れ

る
べ
き
「
国
の
光
」
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
形

成
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、「
み
る
／
み
せ
る
」
と

い
う
行
為
が
ど
の
よ
う
な
意
図
の
下
で
操
作
さ
れ
て

い
た
の
か
、
と
い
っ
た
課
題
を
掘
り
下
げ
て
い
く
た

め
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、

今
日
に
お
い
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い

る
「
観
光
」
な
る
言
葉
を
、
近
代
か
ら
現
代
に
か
け

て
日
本
が
辿
っ
て
き
た
道
程
の
な
か
に
位
置
づ
け
て

い
く
作
業
、
換
言
す
る
な
ら
ば
「
観
光
」
と
い
う
概

念
の
「
歴
史
化
」、
を
試
み
る
た
め
の
視
座
を
、
南
洋

群
島
か
ら
の
観
光
団
は
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

注
　

本
稿
で
は
、
今
日
に
お
い
て
差
別
的
表
現
と
さ
れ
る
語
句
が
引
用
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
本
稿
が
依
拠
し
た
史
料
の
成
立
背
景
お
よ
び
時
代
特
性
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

参
考
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献
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日
本
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
ま
で
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
南
洋
群
島
と
し
て
統
治
し
た
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は
じ
め
に

江
戸
時
代
の
百
科
事
典
や
歳
時
記
類
を
み
る
と
、

年
間
を
通
し
て
く
り
広
げ
ら
れ
る
行
事
が
い
か
に
数

多
い
か
に
驚
か
さ
れ
る
。
江
戸
文
化
史
研
究
で
名
高

い
西
山
松
之
助
は
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
、
大
都
市

で
盛
ん
に
み
ら
れ
た
文
化
的
現
象
を
「
行
動
文
化
」

と
位
置
づ
け
た
。
具
体
的
に
は
、
社
寺
詣
で
や
湯
治

な
ど
の
旅
、四
季
の
行
楽
や
祭
礼
、縁
日
、歌
舞
伎
等
々
、

江
戸
時
代
の
後
期
、
社
寺
詣
で
や
湯
治
な
ど
の
旅
、
四
季
の
行
楽
や
祭
礼
、

縁
日
、
歌
舞
伎
な
ど
が
大
都
市
で
さ
か
ん
に
み
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
社
会
現
象
は
時
代
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
り
、

観
光
の
歴
史
的
変
遷
を
た
ど
る
意
味
で
興
味
深
い
研
究
対
象
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
江
戸
庶
民
の
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
注
目
す
る
。

江
戸
庶
民
の

行
動
文
化

消
費
衝
動
に
根
ざ
す
幾
多
の
文
化
的
行
動
に
参
加
す

る
人
口
が
急
増
し
た
社
会
現
象
を
さ
す
。
こ
れ
ら
の

個
々
の
活
動
は
、
貴
族
や
上
層
の
武
家
を
中
心
と
し

て
そ
れ
以
前
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
庶

民
層
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
な
か
で
、
身
分
社
会

を
超
え
て
、
膨
大
な
数
の
人
び
と
が
時
空
間
を
共
有

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
け
て
も
19
世
紀

は
じ
め
の
「
化
政
期
」（
文
化
・
文
政
時
代
）
は
、
そ
れ

が
花
開
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
社
会
現
象
は
、
筆
者
の
専
門
と
す
る
観

光
行
動
の
視
点
か
ら
も
、
時
代
を
映
し
出
す
鏡
と

も
い
え
る
観
光
の
歴
史
的
変
遷
を
た
ど
る
と
い
う
意

味
で
も
、
興
味
深
い
研
究
対
象
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

当
時
の
江
戸
に
お
け
る
行
動
文
化
の
う
ち
、
近
郊
の

自
然
空
間
で
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
さ
れ
た
日
帰
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
着
目
し
、
当
時
の
文
献
を

も
と
に
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
水
の
都
」
江
戸

「
江
戸
」
の
名
前
そ
の
も
の
が
「
川
の
入
り
口
」
を

意
味
し
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
は
自
然
の
条
件
を
巧

み
に
活
か
し
な
が
ら
、
長
い
年
月
を
か
け
て
自
然
河

川
を
つ
け
か
え
、
新
た
に
掘
割
を
掘
削
し
て
計
画
的

に
つ
く
ら
れ
、
発
展
し
て
き
た
「
水
の
都
」
で
あ
っ
た
。

【
図
1
】
を
見
て
ほ
し
い
。
19
世
紀
初
頭
（
1
8
0
9

年
）、
現
在
の
葛
飾
区
周
辺
上
空
か
ら
の
視
点
で
、
当

時
の
江
戸
の
姿
が
一
望
の
も
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
に
は
手
前
に
流
れ
る
隅
田
川
と
、
富
士
山
の

右
下
に
描
か
れ
て
い
る
江
戸
城
の
間
に
は
河
川
、
堀
、

運
河
が
縦
横
に
走
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
町
人

の
居
住
地
域
で
あ
る
下
町
が
水
と
密
接
に
結
び
つ
い

た
空
間
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
先
に
は
、
海
抜
20
〜
50

ｍ
程
度
の
平
坦
地
を
も
つ
緑
豊
か
な
田
園
地
帯
（
山

の
手
台
地
）
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
容
易
に
理
解

で
き
る
。
幕
末
に
江
戸
を
訪
れ
た
ス
イ
ス
の
外
交
官

ア
ン
ベ
ー
ル
は
、「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
大
都
市
の
う
ち

で
、
江
戸
は
、
そ
の
位
置
と
気
候
と
豊
富
な
植
物
と

図1　鍬形蕙斎「江戸一目図屏風」

図2　栄之「汐干狩り」（深川洲崎）

図3　歌川国貞「隅田川東岸花見図」

文 

橋
本
俊
哉
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海
岸
、
川
辺
に
集
ま
っ
て
月
の
出
を
待
っ
た
。
こ
れ
が

と
く
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
の
は
品
川
や
高
輪
で
あ
る
。

【
図
5
】
に
は
、
芸
者
や
芸
人
が
行
き
交
う
道
の
向
こ

う
に
見
物
客
目
当
て
の
屋
台
や
茶
屋
が
並
び
、
た
く

さ
ん
の
人
び
と
が
遅
出
の
月
を
待
っ
て
い
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
日
に
は
、
海
岸
で
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
海
上
に
も
弁
財
船
や
小
舟
が
数
多
く
停

泊
す
る
な
ど
し
て
、
夜
通
し
賑
わ
い
を
見
せ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
十
五
夜
の
月
見
は
、
こ
の
よ
う

寛
永
年
間
に
家
綱
が
こ
の
地
に
桜
を
植
え
、
享
保
期

に
吉
宗
が
植
え
足
し
た
こ
と
で
桜
の
名
所
と
な
る
【
図

3
】。
こ
こ
は
と
く
に
夜
桜
を
愛
で
る
人
が
多
く
、
幕

末
期
の
江
戸
の
様
子
を
記
し
た
『
江
戸
府
内
絵
本
風

俗
往
来
』
で
は
、「
花
見
の
場
所
数
あ
る
中
に
墨
堤
の

花
見
に
上
こ
す
賑
わ
い
は
な
し
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。

蛍
狩
り
と
川
開
き
大
花
火

旧
暦
5
月
は
蛍
狩
の
季
節
で
あ
る
。
神
田
上
水
の

落
合
土
橋
の
様
子
は
「
玉
の
ご
と
く
、
ま
た
星
の
ご

と
く
に
乱
れ
飛
ん
で
、
光
景
、
最
も
奇
と
す
。
―
中

略
―
草
場
に
す
が
る
を
ば
こ
ぼ
れ
ぬ
露
か
と
う
た
が

い
、
高
く
飛
ぶ
を
ば
あ
ま
つ
星
か
と
あ
や
ま
つ
」
と

記
さ
れ
て
い
る
（『
江
戸
名
所
図
会
』）。

旧
暦
5
月
末
か
ら
の
3
カ
月
間
は
、
江
戸
第
一
の

名
所
・
隅
田
川
が
も
っ
と
も
賑
わ
い
を
み
せ
る
時
期
で
、

茶
屋
や
料
理
屋
の
夜
間
営
業
、
花
火
や
納
涼
船
が
認

め
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
そ
の
川
開
き
の
日
の
両
国

の
祭
り
は
、
夏
の
開
幕
を
告
げ
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ

た
。【
図
4
】
こ
の
日
の
花
火
は
、
享
保
18
（
1
7
3
3
）

年
、
前
年
の
飢
饉
と
コ
レ
ラ
に
よ
る
多
数
の
死
者
を

弔
う
慰
霊
祭
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
次
第
に

納
涼
の
季
節
到
来
を
祝
う
行
事
と
し
て
の
意
味
合
い

が
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
。

隅
田
川
の
夏
の
花
火
は
、
明
治
に
入
っ
て
も
そ
の

流
水
の
た
く
さ
ん
あ
る
点
で
、
一
番
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
る
。―
中
略
―
水
門
で
給
水
し
て
い
る
貯
水
場
、

池
、
堀
、
船
の
通
れ
る
運
河
の
網
が
お
互
い
に
連
絡

し
合
っ
て
、
自
然
の
流
れ
と
な
り
、
市
の
商
業
の
中

心
部
を
流
れ
、
巨
大
な
首
都
に
民
衆
的
な
活
気
を
与

え
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
（
ア
ン
ベ
ー
ル
『
絵
で
見
る

幕
末
日
本
』）。

野
遊
び
と
花
見

春
に
な
る
と
江
戸
っ
子
は
、
野
に
出
か
け
ヨ
モ
ギ
や

セ
リ
な
ど
を
摘
ん
だ
り
（「
摘
草
」）、浜
で
「
潮
干
狩
り
」

に
興
じ
た
り
し
た
。
と
く
に
潮
の
満
ち
干
の
差
が
も
っ

と
も
大
き
い
春
の
大
潮
の
日
に
は
、
早
朝
か
ら
舟
で

沖
合
に
漕
ぎ
出
し
、
広
大
な
干
潟
に
降
り
て
ア
サ
リ

や
ハ
マ
グ
リ
な
ど
を
拾
い
、
水
遊
び
を
し
て
過
ご
し
た

【
図
2
】。
春
の
日
差
し
の
中
、
野
外
に
遊
ぶ
こ
の
よ
う

な
「
野
遊
び
」
は
、
通
常
酒
や
食
事
を
携
え
た
も
の
で
、

趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
、
こ
の
時
期
の
欠
か
せ
な
い

楽
し
み
で
あ
っ
た
。

江
戸
の
花
見
と
い
え
ば
、
ま
ず
上
野
が
有
名
で
あ
っ

た
が
、八
代
将
軍
吉
宗
が
計
画
的
に
植
樹
し
た
こ
と
で
、

飛
鳥
山
や
御
殿
山
な
ど
の
新
た
な
桜
の
名
所
が
誕
生

し
た
。
向
島
、墨
東
と
呼
ば
れ
る
隅
田
川
東
岸
地
域
は
、

川
辺
に
沿
っ
て
田
園
が
広
が
り
、
四
季
折
々
に
人
び

と
が
好
ん
で
出
か
け
た
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
ま
た
、

26

の
花
火
の
と
き
、
川
面
で
は
、
混
雑
し
た
舟
と
舟
の

間
を
酒
や
小
料
理
を
売
る
舟
が
漕
ぎ
ま
わ
り
、
芸
人

達
は
音
曲
を
奏
で
て
回
っ
た
。
モ
ー
ス
は
そ
の
混
雑
ぶ

り
と
と
も
に
、
川
面
が
混
み
合
っ
て
舟
同
士
が
し
ば

し
ば
接
触
や
衝
突
し
て
も
船
頭
た
ち
が
怒
鳴
ら
ず
に

譲
り
合
う
様
子
、
酒
宴
が
物
静
か
に
と
り
行
わ
れ
て

い
る
様
子
を
書
き
と
め
て
い
る
。

月
見
と
虫
聴
き

旧
暦
7
月
末
に
は
、
二
十
六
夜
の
月
を
拝
む
「
廿

六
夜
待
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
、
人
び
と
は
高
台
や
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図5　歌川広重「東都名所　廿六夜待遊興之図」

な
賑
や
か
な
月
見
と
は
だ
い
ぶ
趣
が
こ
と
な
る
。
中
で

も
、
月
の
光
を
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
い
川
面
は
十
五

夜
の
月
見
に
格
好
の
場
で
、
直
接
月
を
眺
め
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
水
面
に
映
っ
た
揺
れ
る
月
を
観
賞
す

る
こ
と
が
好
ま
れ
る
優
雅
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く

に
墨
水
（
隅
田
川
）
の
月
見
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
文
章

で
あ
ら
わ
せ
な
い
ほ
ど
（「
墨
水
月
夜
の
勝
景
は
他
所
に
勝

れ
、
筆
端
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」『
東
都
歳
時
記
』）
と

記
さ
れ
て
い
る
。【
図
6
】

ま
た
、初
秋
の
風
雅
な
行
楽
に「
虫
聴
き
」
が
あ
っ
た
。

日
暮
れ
を
待
っ
て
草
む
ら
に
鳴
く
松
虫
、
鈴
虫
な
ど

の
音
色
を
愛
で
る
虫
聴
き
の
名
所
は
、
山
の
手
台
地

上
や
隅
田
川
東
岸
地
域
な
ど
に
数
多
く
あ
り
、
こ
れ

ら
の
地
に
は
、
庶
民
が
提
灯
を
つ
け
て
出
か
け
た
と
い

う
。
道
灌
山
（
荒
川
区
西
日
暮
里
）
は
、
東
面
に
眺
望

が
開
け
た
台
地
端
の
た
め
、
あ
わ
せ
て
月
見
も
楽
し

め
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
名
高
い
名

所
で
あ
っ
た
。【
図
7
】

雪
見
の
名
所

旧
暦
11
月
の
行
事
の
ひ
と
つ
に
、
雪
景
色
で
有
名

な
地
を
た
ず
ね
、
美
し
さ
を
楽
し
む
雪
見
（
看
雪
）
が

あ
っ
た
。
そ
の
名
所
に
は
、
川
沿
い
や
不
忍
池
、
溜
池

な
ど
の
水
辺
の
ほ
か
、
湯
島
台
、
飛
鳥
山
な
ど
見
晴

ら
し
の
よ
い
高
台
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
東
都
歳
時

図4　歌川豊国（三代）「東都両国川開之図」

賑
わ
い
は
相
変
わ
ら
ず

で
あ
っ
た
。
1
8
7
7

年
の
夏
の
花
火
を
見
学

し
た
東
京
帝
国
大
学
の

動
物
学
教
授
モ
ー
ス
は
、

「
川
の
光
景
に
は
思
わ

ず
茫
然
と
し
た
。
広

い
川
は
見
渡
す
か
ぎ
り
、

各
種
の
ボ
ー
ト
や
遊
山

船
で
埋
ま
っ
て
い
た
」

と
、
そ
の
体
験
を
印
象

的
に
記
し
て
い
る（
モ
ー

ス
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日

1
』）。
な
お
、
川
開
き

図6　『東都歳時記』「良夜墨水看月」
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記
の
「
看
雪
」
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
隅
田

川
堤
で
、【
図
8
】
に
は
、
開
け
た
川
岸
の
景
観
を
背

景
と
し
て
川
辺
の
雪
の
中
を
歩
き
回
る
男
女
が
描
か

れ
て
い
る
。

「
行
動
文
化
」
登
場
の
背
景

こ
こ
ま
で
、
江
戸
の
人
び
と
の
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の

楽
し
み
か
た
を
、
近
郊
で
の
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し
て
き
た
。
他
に
も
、

梅
や
藤
、
蓮
、
菊
な
ど
の
季
節
の
花
を
見
に
、
鶯
や

時
鳥
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）
な
ど
の
鳴
き
声
を
聞
き
に
、
ま

た
秋
に
は
紅
葉
狩
へ
と
、
江
戸
の
人
び
と
は
、
季
節

ご
と
に
花
鳥
風
月
の
楽
し
み
を
求
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
名
所
へ
出
か
け
た
。
そ
の
楽
し
み
か
た
に
し
て
も
、

花
見
や
花
火
、
廿
六
夜
待
の
よ
う
な
享
楽
的
な
要
素

の
色
濃
い
行
事
と
、
蛍
狩
や
虫
聴
、
隅
田
川
の
月
見

な
ど
、
風
流
・
優
雅
な
面
と
が
混
在
し
、
今
に
通
じ

る
日
本
人
の
自
然
と
の
接
し
か
た
の
様
子
が
う
か
が

え
る
。

江
戸
の
人
口
は
、【
図
1
】
の
描
か
れ
た
1
0
0
年

前
に
あ
た
る
18
世
紀
の
初
頭
に
、
す
で
に
1
0
0
万

人
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
最
大
の
ロ
ン
ド
ン
を
し
の
ぐ
大
都
会
だ
っ
た
。
居

住
区
域
は
山
の
手
が
武
家
屋
敷
、
下
町
は
庶
民
（
町

人
）
に
区
分
け
さ
れ
、
と
く
に
狭
い
長
屋
に
住
む
庶
民

は
6
万
人
／
㎢
を
超
え
る
驚
異
的
な
過
密
状
態
で
暮

ら
し
て
い
た
。
6
畳
1
間
の
長
屋
に
家
族
み
ん
な
で

暮
ら
す
庶
民
の
居
住
環
境
が
い
か
に
窮
屈
な
も
の
で

あ
っ
た
か
は
、
落
語
や
時
代
劇
の
舞
台
を
思
い
起
こ

せ
ば
、
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

人
は
身
近
な
自
然
が
失
わ
れ
る
ほ
ど
、
無
意
識
の

う
ち
に
自
然
を
求
め
る
行
動
（「
求
自
然
行
動
」）
が
み

し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
、浅
草
寺
の
暮
れ
の
「
歳
の
市
」

が
江
戸
で
も
っ
と
も
賑
わ
っ
た
こ
と
は
、
消
費
が
毎

年
12
月
に
最
大
の
伸
び
を
記
録
す
る
現
代
と
重
な
る

も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
済
活
動
も
含
め
て
、
季

節
の
リ
ズ
ム
を
忘
れ
が
ち
な
私
た
ち
の
生
活
も
ま
た
、

1
年
と
い
う
周
期
、
自
然
の
リ
ズ
ム
に
強
い
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
、
変
わ
り
が
な
い
。

都
市
を
ひ
と
つ
の
生
命
体
と
み
な
せ
ば
、
大
切
な

こ
と
は
、
都
市
の
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
健
康
で
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
生
き
る
こ
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
都
市
の
健
全
性
を
は
か

る
指
標
と
な
る
。
統
一
感
の
無
い
街
並
み
や
乱
雑
な
看

板
類
、
空
を
覆
う
電
線
な
ど
、
東
京
は
美
し
さ
と
は

ほ
ど
遠
い
猥
雑
さ
を
も
ち
な
が
ら
、
底
知
れ
な
い
活

力
や
エ
リ
ア
ご
と
に
個
性
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
観

光
者
を
引
き
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
東
京
が
、
次
つ

ぎ
と
新
た
な
流
行
を
生
み
出
し
、
絶
え
ず
表
情
を
変

化
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
こ
と
と
に
加
え
、
歩
い

て
楽
し
め
、
人
が
主
役
と
な
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー

ル
の
空
間
や
、
四
季
を
感
じ
さ
せ
る
行
事
な
ど
、
歴

史
の
な
か
で
培
っ
て
き
た
遺
伝
子
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
1
9
8
0
年
代
以
降
に
進
め
ら
れ

て
い
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
再
生
に
し
て
も
、
失

わ
れ
た
「
水
の
都
」
の
記
憶
を
呼
び
戻
す
作
業
で
あ

る
と
い
え
、
新
旧
の
要
素
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
調
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。【
図
9
】
そ
う
し
た
歴
史

の
記
憶
に
支
え
ら
れ
た
基
礎
体
力
が
備
わ
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
表
向
き
の
表
情
は
他
の
現
代
都
市
と
似

通
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
大
都
市
東
京
の
も
つ
個
性
は

に
じ
み
出
て
、
観

光
者
に
伝
わ
る
の

で
あ
ろ
う
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
が

高
ま
り
、
私
た
ち

は
そ
の
気
に
な
れ

ば
世
界
じ
ゅ
う
の

都
市
を
訪
ね
、
比

較
す
る
こ
と
が
で

き
る
時
代
と
な
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
都
市
が
も
つ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
個
性
の
源
泉
と

な
る
、
そ
の
都
市
固
有
の
遺
伝
子
を
、
現
代
社
会
の

枠
組
み
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
都
市
計
画
や
景
観

整
備
に
組
み
込
め
る
か
。
そ
れ
が
、
健
全
な
都
市
の

体
力
づ
く
り
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。

明
確
な
四
季
を
も
ち
、
自
然
の
リ
ズ
ム
と
歩
調
を

あ
わ
せ
た
季
節
ご
と
の
「
行
動
文
化
」
を
改
め
て
知

る
こ
と
は
、
行
動
メ
ニ
ュ
ー
の
面
か
ら
み
て
も
、
計
画

論
的
に
も
、
わ
が
国
の
こ
れ
か
ら
の
観
光
を
考
え
る

上
で
、
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
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献
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図7　『江戸名所図会』「道灌山聴虫之図」

図8　江都名所隅田川雪見之図

図9　東京・お台場（「東京観光財団」絵はがきより）

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
環
境
に
あ
っ

た
彼
ら
は
、
た
ん
な
る
楽
し
み
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

内
な
る
求
め
に
応
じ
て
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
郊
外
の

緑
の
地
に
、
そ
し
て
開
放
感
の
あ
る
水
辺
に
、
向
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
彼
ら
は
長
屋
で
も
軒
下
で

朝
顔
の
よ
う
な
花
を
楽
し
ん
で
い
た
し
、
江
戸
後
期

に
は
金
魚
売
や
虫
売
が
登
場
し
、
日
々
の
生
活
を
う

る
お
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
、
無
意
識
の
う
ち
の
「
求

自
然
行
動
」
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
、
庶
民
の
居
住
区
域
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

近
場
に
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
つ
こ
と
に
好
都
合
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
自
然
が
、
魅
力
的
な
日
帰
り
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
受
け
皿
と
し
て
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
の
名
所
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
庶
民
層
の
居
住
環
境
と
江
戸
近
郊
の

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
日

本
人
の
四
季
の
自
然
を
愛
で
る
心
、
さ
ら
に
は
、
名

所
案
内
や
歳
時
記
な
ど
の
「
観
光
情
報
」
の
普
及
と

そ
れ
を
支
え
る
庶
民
の
高
い
識
字
率
な
ど
の
条
件
の

も
と
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
多
彩
な
「
行
動
文
化
」

が
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

現
在
の
東
京
に
お
い
て
は
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
こ

の
よ
う
な
風
雅
な
生
活
を
送
る
す
べ
も
な
い
。
し
か
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パリ・シャンゼリゼ大通りに
おける空間利用調査

松村研究室では、

盛岡とパリをフィールドに

観光地理学の視点から

地域調査を行っている。

2007年11月、

私たちはパリ巡検に旅立った。

31

松村研究室（観光学部）

写真／松村公明、呉晨峰、大野結菜　
原図／MICHELIN（2007）：1/10,000「Paris」

凡例
●衣料品
●宝飾・高級身回品
●自動車ショールーム
●その他の物品

0 250m

シャンゼリゼ大通りにおける
小売店の分布（2007年11月）
※2007年11月3日の現地調査により作成

N
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地
図
を
片
手
に
フ
ィ
ー
ル
ド
へ 

松
村
研
究
室
で
は
、
盛
岡
と
パ
リ
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
観
光
地
理
学
の
視
点
か
ら
地
域
調
査
を

試
み
て
い
る
。
2
0
0
6
年
4
月
の
研
究
室
開
業
か
ら
ま
だ
日
が
浅
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
も
ほ
と

ん
ど
白
紙
で
は
あ
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
室
の
標
語
は
「
地
図
を
片
手
に
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
飛
び
出
す
機

動
力
」、
ま
ず
は
現
地
に
赴
い
て
、
場
所
を
実
感
し
て
み
る
こ
と
か
ら
す
べ
て
は
始
ま
る
、
と
い
う
解
釈

に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
私
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
よ
り
、
2
0
0
7
年
11
月
2
日
〜
4
日
の
パ
リ
巡
検

（excursion

）
で
実
施
の
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り
に
お
け
る
空
間
利
用
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

空
間
利
用
調
査
と
は

2
0
0
7
年
11
月
3
日
、早
朝
か
ら
の
降
雨
は
幸
い
に
も
終
息
し
た
が
、気
温
は
10
℃
の
寒
空
。
ホ
テ
ル

か
ら
は
昨
日
の
道
筋
を
変
え
、
最
寄
り
のG

rands Boulevards

で
メ
ト
ロ
⑧
号
線
に
乗
車
、C

oncorde

で
①
号
線
に
乗
り
継
い
だ
後
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
直
下
のG

eorgeV

で
下
車
す
る
。
午
前
10
時
、
シ
ャ
ル

ル
＝
ド
＝
ゴ
ー
ル
広
場
（
標
高
59
ｍ
）
か
ら
エ
ト
ワ
ー
ル
の
凱
旋
門
を
背
に
、
1
㎞
先
の
ロ
ー
タ
リ
ー
（
ロ

ン
ポ
ワ
ン　

円
形
交
差
路
）（
標
高
34
ｍ
）
目
指
し
て
出
発
す
る
。
装
備
は
伝
統
的
で
、
左
手
で
抱
え
込
む

Ａ
4
判
の
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
に
は
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
野
帳
の
ペ
ー
ジ
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
右
手
に
は
鉛
筆

と
赤
鉛
筆
が
挟
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
充
電
器
な
ら
ぬ
携
帯
用
鉛
筆
削
り
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
は
、G

oogle Earth

か
ら
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
沿
線
の
精
細
画
像
を
縮
尺
お
よ
そ
1
2
5
0

分
の
1
に
合
わ
せ
て
印
刷
し
た
Ａ
4
判
プ
リ
ン
ト
を
つ
な
げ
た
も
の
で
、調
査
区
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

空
間
利
用
調
査
と
は
、
日
本
の
都
市
で
は
調
査
対
象
地
域
に
分
布
す
る
あ
ら
ゆ
る
建
物
の
あ
ら
ゆ
る

空
間
を
、
用
途
名
や
記
号
化
さ
れ
た
凡
例
で
充
た
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
パ
リ
で
は
時
空
間

的
な
制
約
か
ら
、
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
1
つ
1
つ
の
建
物
（
敷
地
）
の
境
界
を
書
き
入
れ
、
街
路
に
面
す

る
1
階
部
分
の
空
間
を
対
象
と
し
て
、
店
舗
名
や
業
種
・
販
売
品
目
を
主
体
に
記
録
し
て
い
く
こ
と
に
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し
た
（
日
本
と
は
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
で
は
建
物
上
階
部
分
の
用
途
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
な
る
）。
目

を
凝
ら
し
て
観
察
す
る
。
相
談
す
る
。
再
び
見
る
。
相
談
す
る
。
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
記
録
す
る
。
見
上

げ
て
み
る
。
地
道
で
気
の
長
い
工
程
で
は
あ
る
が
、
着
実
に
完
成
に
向
か
う
工
程
で
も
あ
る
。
昨
日
全

員
で
訪
れ
た
国
土
地
理
院
（IG

N

）
の
地
図
ブ
テ
ィ
ッ
ク
がBoétie

通
り
に
見
え
る
。

午
前
11
時
45
分
、
街
路
両
側
に
分
か
れ
て
や
っ
て
来
た
調
査
班
が
、
ロ
ン
ポ
ワ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
到
達

し
て
一
団
と
な
り
、
空
間
利
用
調
査
は
終
了
し
た
。

パ
リ
ら
し
い
商
店
や
カ
フ
ェ
は
意
外
に
少
な
い

研
究
室
で
は
自
ら
の
観
察
と
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
収
集
し
た
デ
ー
タ
、
す
な
わ
ち
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ

を
地
図
上
に
整
理
し
、
場
所
の
形
成
と
変
容
過
程
を
、
多
様
な
地
域
ス
ケ
ー
ル
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
。

❶
パ
リ
が
東
京
と
同
様
に
、
都
市
シ
ス
テ
ム
上
の
世
界
都
市
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
と
銀
座
の
店
舗
構
成
に
共
通
点
は
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
❷
物
品
販
売
店
や
カ
フ
ェ
の
分

布
は
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
の
北
側
歩
道
に
高
密
度
で
あ
り
、
あ
た
か
も
日ひ
な
た向
集
落
の
感
が
あ
る
。
こ
れ
は

日
照
時
間
の
短
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
で
は
、
一
般
的
な
現
象
な
の
だ
ろ
う
か
。
場
所
独
自
の
要
因
が

あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
❸
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
は
、
パ
リ
都
市
軸
を
体
感
で
き

る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
点
で
、
ま
さ
に
「
国
の
光
を
観
る
」
場
所
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
パ
リ
ら
し
い
個
人
商
店
や
伝
統
的
な
カ
フ
ェ
が
意
外
に
少
な
い
こ
と
を
改
め

て
確
認
し
た
。
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、「
パ
リ
の
匂
い
が
し
な
い
」、「
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ゼ
に
立
地
す
る
理
由
が
な
い
」
種
類
の
店
舗
が
、
企
業
の
広
告
塔
と
し
て
出
店
し
た
結
果
、
店
舗
の

業
種
・
業
態
構
成
は
大
幅
に
改
変
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
改
変
は
ど
の
地
点
に
、
い
つ
頃
か
ら
強
ま
っ

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
パ
リ
市
当
局
に
よ
る
最
近
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
に
関
す
る
憂
慮
の
表
明
は
、
こ
の

傾
向
を
抑
制
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
な
る
が
、
現
在
に
お
い
て
は
最
新
の
地
図
が
過
去
の
貴
重
な
地
図
に
変
貌
す
る
未
来
を
、
私

た
ち
は
空
想
す
る
。
今
そ
こ
に
あ
る
地
理
情
報
を
コ
ツ
コ
ツ
と
調
査
し
・
地
図
化
し
て
く
れ
る
学
生
達

は
、
ま
さ
に
研
究
室
の
開
拓
者
で
あ
る
（
松
村
公
明
）。

参加学生の声

今 回、調査の対象となったシャンゼリ

ゼ通りは、世界で最も有名な通りと

言ってもよい。そのような大通りに面した

店を一軒一軒、業種と店名を書き留める

という地道な作業を続けた私たちである

が、実際に調査をしてみて、ありふれた商

店街化が進んでいると感じた。世界的な

知名度を誇る一方で、観光地化の短所が

浮き彫りになってしまったように感じた。

これまで観光客が訪れる場所をこん

なにじっくり歩いた経験はない。シ

ャンゼリゼを訪れて、パリを象徴する場所

であるということを実感したが、じっくり見

てみると、ファーストフードをはじめとして

東京でも見たことのある店が多く、パリら

しさが感じられるのはカフェの雰囲気と

建築物の様式ぐらいであった。もし自分

が観光客という立場であれば、そのような

店舗の集積をそれほど深く考えることなく、

感激してしまうだろうと思った。

①セーヌ河畔トゥルネル河岸（Quai de la Tournelle・５区）　②マリー橋（Pont 
Marie・４区）。マレ地区とサン=ルイ島を結ぶ。写真奥はシテ島のノートルダム
大聖堂　③メトロ７号線ル・ペルチエ駅（９区）　④サン=メダール広場（Square 
St Médard・５区）　⑤クロヴィス通りに残るフィリップ・オーギュスト王の城壁

（５区）。パリを防御するために1180年～1210年にかけて建設。

①②③④
⑤

盛岡調査
最新の盛岡調査は2008年3月。パリと同じ手
法に聞き取り調査が加わって、街の記憶が地
図に落とし込まれていく。
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日
本
の
観
光
を
歴
史
的
に
み
る
と
、

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
宗
教
と
い
う
領
域
だ
と
い
え
る
。

そ
の
起
源
と
し
て
の
熊
野
詣
を
例
に
、

中
世
以
降
整
備
さ
れ
て
い
く
日
本
の「
観
光
業
」の
原
風
景
を
探
る
。

旅
行
業
と
宗
教

日
本
の
観
光
の
原
風
景
と
し
て
の

中
西
裕
二

写
真
協
力
：
熊
野
本
宮
大
社
、
和
歌
山
県
広
報
室
、
岩
本
楼

「
観
光
」成
立
の
前
提
条
件

　
観
光
が
産
業
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
観

光
学
部
の
学
生
な
ら
、
手
元
に
あ
る
履
修
要
項
を
開
き
、
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
表
を
見
れ
ば
お
お
よ
そ
見
当
が
つ
く
だ
ろ
う
。
観
光
は
基
本
的
に
移
動
を

伴
う
た
め
、
道
路
、
鉄
道
、
航
空
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
が
不
可
欠
だ
し
、
途

中
に
泊
ま
る
宿
も
必
要
と
な
る
。
次
に
、
目
的
地
や
経
路
に
関
す
る
情
報
と

い
っ
た
ソ
フ
ト
面
。
我
々
が
観
光
す
る
と
き
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
必
携
で
あ

る
。
そ
し
て
最
後
に
、
目
的
地
が
ど
こ
で
、
そ
こ
に
は
何
が
あ
る
か
。
観
光

は
目
的
地
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
領
域
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
要
素
が
有
機
的
に
関
連
し
、
産
業
と
し
て
確
立
し
て
い
る
の

が
近
現
代
の
観
光
産
業
と
い
え
る
。
こ
の
成
立
の
背
景
に
は
、
交
通
や
情
報

の
が
熊
野
詣
で
あ
る
。
京
都
の
朝
廷
、
公
家
が
、
現
在
の
和
歌
山
県
新
宮
市

の
熊
野
三
山
（
熊
野
本
宮
大
社
、
熊
野
速
玉
大
社
、
熊
野
那
智
大
社
）
へ
参
詣
す
る

熊
野
詣
は
、
対
象
と
な
る
宗
教
施
設
や
参
詣
道
が
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」（
通
称
「
熊
野
古
道
」）
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

平
安
期
に
理
論
的
に
確
立
し
た
本
地
垂
迹
思
想
（
日
本
の
神
を
仏
の
仮
の
姿

と
考
え
る
思
想
）
と
浄
土
信
仰
の
浸
透
に
よ
り
、
平
安
期
か
ら
熊
野
地
方
は
朝

廷
や
公
家
の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
熊
野
本
宮
大
社
の
神
は
、
西

方
極
楽
浄
土
へ
人
々
を
導
く
阿
弥
陀
仏
の
垂
迹
神
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
熊

野
信
仰
は
「
蟻
の
熊
野
詣
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
信
仰
を
集
め
、
熱
烈
な

熊
野
信
者
と
い
わ
れ
る
後
白
河
上
皇
（
一
一
二
七
〜
一
一
九
二
）
は
、
生
涯
に

三
〇
回
以
上
も
熊
野
詣
を
行
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
熱
の
入
れ
よ
う
は
相

当
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

当
時
の
熊
野
詣
の
ル
ー
ト
は
、
京
都
か
ら
南
西
に
下
り
、
さ
ら
に
和
歌
山

市
あ
た
り
か
ら
海
岸
沿
い
の
ル
ー
ト
を
南
下
、
田
辺
市
か

ら
内
陸
に
入
る
山
道
（
中
辺
路
と
呼
ば
れ
る
）
で
熊
野
本
宮

に
至
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
鉄
道
や

車
が
な
か
っ
た
当
時
、
京
都
か
ら
熊
野
ま
で
は
約
一
ヶ
月

か
か
っ
た
の
で
、
宿
泊
場
所
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
な
か
っ
た
当
時
で
は
、
案
内
役
の

ガ
イ
ド
も
不
可
欠
だ
。
こ
れ
ら
の
領
域
を
カ
バ
ー
し
た
の

が
他
な
ら
ぬ
熊
野
の
宗
教
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

京
都
か
ら
熊
野
ま
で
の
間
に
は
、熊
野
権
現
を
祀
る
「
王

子
」
と
呼
ば
れ
る
寺
社
が
建
て
ら
れ
、
こ
こ
が
宿
泊
の
役

割
を
担
当
し
た
。
ま
た
ガ
イ
ド
役
は
「
先
達
」
と
呼
ば
れ

る
熊
野
の
宗
教
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
目
的
地
は
寺
社
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
観
光
業
と
呼
ば
れ
る
領
域
の
ほ
と
ん
ど
は
、
宗
教

組
織
と
宗
教
者
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

巡
礼
の
大
衆
化
と
宗
教

熊
野
信
仰
と
そ
の
組
織
は
、
そ
の
後
日
本
全
国
に
成
立
す
る
霊
山
の
モ
デ

ル
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
卑
俗
な
言
い
方
で
恐
縮
だ
が
、
現
代
の
用
語
で

い
え
ば
、
信
仰
を
巡
礼
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
が
熊
野
信
仰
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

巡
礼
は
そ
の
後
、
中
世
的
世
界
の
崩
壊
に
よ
り
転
換
期
を
迎
え
る
。
そ
れ

は
、信
者
＝
顧
客（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）の
変
化
で
あ
る
。
中
世
世
界
の
中
心
で
あ
っ

た
京
都
の
朝
廷
・
公
家
の
政
治
経
済
力
の
弱
体
化
は
、
お
そ
ら
く
宗
教
者
の

側
に
も
強
い
危
機
意
識
を
も
た
ら
し
た
だ
ろ
う
。
荘
園
体
制
の
崩
壊
で
寺
社

が
支
配
し
て
い
た
所
領
か
ら
の
収
入
は
減
り
、
一
大
パ

ト
ロ
ン
だ
っ
た
朝
廷
や
公
家
は
弱
体
化
す
る
。
こ
の
よ

う
な
社
会
的
状
況
の
中
で
、
宗
教
側
に
と
っ
て
の
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
登
場
す
る
。
そ
れ
が
政
治
的
・
経
済

的
な
力
を
増
し
た
民
衆
な
の
で
あ
る
。

江
戸
期
に
と
く
に
興
隆
す
る
お
伊
勢
参
り
は
そ
の
典
型

だ
ろ
う
。
中
世
、
伊
勢
神
宮
の
中
に
農
耕
神
を
祀
る
と
し

た
「
外
宮
」
が
確
立
し
た
こ
と
で
、
外
宮
へ
の
巡
礼
＝
お

伊
勢
参
り
は
民
衆
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
伊
勢
の
反
映
の

礎
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
伊
勢
参
詣
へ
の
ガ
イ

ド
役
は
や
は
り
「
先
達
」
と
い
う
名
称
で
、
現
地
で
の
宿

泊
の
世
話
か
ら
外
宮
へ
の
参
詣
、
お
札
の
販
売
ま
で
を
一

に
関
す
る
技
術
革
新
が
あ
る
訳
だ
が
、
こ
れ
ら
の
進
歩
に
よ
り
「
観
光
」
は

近
代
に
突
如
出
現
し
た
領
域
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
的
に
い
え
ば
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
。
日
本
で
は
、産
業
と
し
て
の
観
光
は
近
世
（
江
戸
時
代
）

に
は
既
に
登
場
し
て
い
た
し
、
右
記
の
三
つ
の
要
素
は
既
に
中
世
あ
た
り
か

ら
徐
々
に
だ
が
整
備
さ
れ
始
め
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
現
代
で
い
う
「
観
光
業
」

と
し
て
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
で
は
何
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
と
い
え

ば
、
そ
れ
は
宗
教
と
い
う
領
域
な
の
で
あ
る
。

巡
礼
と
観
光

日
本
で
は
、
既
に
平
安
末
頃
か
ら
巡
礼
と
い
う
形
態
で
、
現
在
の
「
観
光
」

に
似
た
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
起
源
、
あ
る
い
は
モ
デ
ル
と
い
え
る

熊
野
本
宮
大
社（
和
歌
山
県
新
宮
市
）

熊野大門坂
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括
し
て
担
当
し
て
い
た
の
が
「
御
師
」（
お
し
、
お
ん
し
）
で
あ
る
。
御
師
は
半

ば
宗
教
者
で
あ
り
、
半
ば
旅
館
の
経
営
者
で
あ
り
、
か
つ
現
地
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
現
在
も
、伊
勢
で
旅
館
業
を
営
む
が
、

そ
の
起
源
が
御
師
で
あ
る
家
は
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

近
代
化
と
宗
教
者
の
サ
バ
イ
バ
ル

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
巡
礼
文
化
を
、
一
種
の
観
光
産
業
と
し
て
発
展
さ

せ
た
の
が
宗
教
と
宗
教
者
だ
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
一
大
転
換
は
、
明
治

期
の
宗
教
政
策
が
契
機
と
し
て
起
こ
っ
た
。
明
治
政
府
は
国
家
神
道
を
創
り

出
し
た
が
、
こ
れ
は
御
師
の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
誠
に
都
合
の
悪
い
制
度

で
あ
っ
た
。
神
祇
祭
祀
が
国
家
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
「
神
道
」
と
い
う
枠
組

み
に
包
摂
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
神
の
祭
祀
に
関
わ
っ
て
き
た
宗
教
者

が
「
神
道
」
を
実
践
す
る
宗
教
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、国
家
が
厳
密
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
い
う
事
態
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
御
師
の
よ
う
な
、
世
俗
と
宗
教

の
中
間
的
位
置
を
占
め
て
い
た
人
々
は
、
基
本
的
に
宗
教
者
で
は
な
い
と
さ

れ
御
師
制
度
そ
の
も
の
が
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
熊
野
を
中

心
に
発
展
を
遂
げ
た
修
験
道
は
神
仏
混
淆
ゆ
え
に
禁
止
さ
れ
、
江
戸
時
代
ま

で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
社
僧
（
神
社
で
神
を
祭
祀
す
る
僧
侶
）
は
還
俗
す
る
と
い

う
、
日
本
の
宗
教
文
化
を
根
本
か
ら
変
え
る
政
策
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
た
宗
教
者
た
ち
が
と
っ
た
サ
バ
イ
バ
ル
戦
略

の
一
つ
が
、
宗
教
色
を
捨
て
観
光
業
に
特
化
す
る
と
い
う
方
針
転
換
だ
っ
た
。

伊
勢
の
旅
館
の
例
ば
か
り
で
な
く
、
元
々
寺
院
だ
っ
た
り
、
御
師
や
先
達
を

し
て
い
た
と
い
う
旅
館
や
交
通
業
者
は
意
外
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
江
ノ
島
を
と
り
上
げ
て
み
よ
う
。
加
山
雄

在
ま
で
続
い
た
も
の
だ
と
感
心
し
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
武
州
御
嶽
信
仰
の

中
心
地
と
し
て
、
江
戸
期
以
降
関
東
一
円
に
信
仰
が
広
ま
っ
た
青
梅
の
御
岳

山
を
と
り
上
げ
て
み
よ
う
。

私
が
ゼ
ミ
の
学
生
を
連
れ
て
泊
ま
っ
た
御
嶽
山
山
頂
に
あ
る
駒
鳥
山
荘

は
、
山
あ
い
の
宿
を
彷
彿
さ
せ
る
現
代
的
な
屋
号
と
な
っ
て
い
る
が
、

三
五
〇
年
ほ
ど
続
く
御
師
の
宿
で
あ
る
。
宿
の
ご
主
人
、
馬
場
喜
彦
さ
ん
は
、

こ
の
宿
を
経
営
す
る
一
方
、
国
学
院
大
学
で
神
道
の
免
状
を
取
得
し
、
昔
な

が
ら
の
御
師
と
し
て
の
活
動
も
続
け
て
い
る
。

御
岳
山
の
山
頂
に
は
、
馬
場
さ
ん
の
よ
う
な
御
師
の
宿
が
三
〇
軒
ほ
ど
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
御
師
は
東
京
、埼
玉
、神
奈
川
を
中
心
に
各
地
の
御
嶽
講
（
地

域
で
の
御
嶽
信
仰
の
信
者
組
織
）
と
関
係
し
て
い
る
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
山

上
に
参
拝
す
る
御
嶽
講
の
講
員
の
宿
と
な
り
、
逆
に

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
御
師
が
山
を
降
り
御
嶽
講

の
講
員
の
家
を
回
っ
て
お
札
を
配
り
、
ご
祈
祷
を
す

る
。
こ
の
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
御
師
と
御
嶽
講
の
関

係
が
、
時
代
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
現
代
で
も
続

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

馬
場
さ
ん
は
御
岳
山
の
御
師
で
あ
る
が
、
職
業
と

し
て
の
御
師
と
は
何
で
あ
る
か
、
現
代
に
生
き
る
人

間
に
は
分
か
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

私
た
ち
が
考
え
る
「
職
業
」
と
は
一
人
に
つ
き
一
つ

が
原
則
だ
か
ら
で
あ
る
。
馬
場
さ
ん
は
、
宗
教
者
で

も
あ
り
経
営
者
で
も
あ
る
と
い
う
、
聖
と
俗
の
双
方

の
側
面
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
ど
ち
ら
が
主
だ
と
は

言
え
な
い
し
、
そ
れ
が
御
師
と
い
う
存
在
の
特
徴
な

の
で
あ
る
。
馬
場
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
る
と
、「
冬
に
講
員
の
家
を
回
る

活
動
も
、
現
代
風
に
い
え
ば
営
業
活
動
に
近
い
で
す
か
ね
」
と
い
う
言
葉
が

出
て
く
る
と
思
え
ば
、
登
山
を
す
る
ハ
イ
カ
ー
に
も
親
切
に
対
応
し
、
大
き

な
祭
壇
の
あ
る
宿
の
大
広
間
で
は
、
き
り
り
と
し
た
白
袴
を
ま
と
い
迫
力
の

あ
る
祝
詞
を
上
げ
る
。
し
か
し
、
こ
の
聖
と
俗
が
混
在
す
る
御
師
の
姿
こ
そ
、

日
本
の
宗
教
の
、
そ
し
て
日
本
の
観
光
の
原
風
景
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

観
光
と「
歴
史
」

遺
産
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
対
象
が
近
代
を
生
き
る
我
々
と
は
隔
離
さ
れ

た
、
現
存
し
な
い
も
の
だ
と
い
う
意
味
に
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
。
歴
史
遺
産
の

観
光
と
い
う
場
合
、
生
き
て
お
り
、
生
活
し
て
い
る
人
々
は
そ
こ
に
は
い
な

い
。
訪
問
者
は
、
遺
産
か
ら
生
を
想
像
す
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
観
光
地
の
裏
側
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
歴
史
も
し
ば
し
ば
存

在
す
る
。
御
岳
山
の
御
師
集
落
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ

れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
地
が
歴
史
文
化
遺
産
だ
と
い
う

発
想
は
、
地
区
の
中
に
も
外
に
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で

当
然
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
は
御
師
の
人
々
が
い
ま
ま
さ
に

御
師
と
し
て
日
常
を
過
ご
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
は
観
光
と
歴
史

の
関
係
を
考
え
る
際
、
失
わ
れ
た
過
去
を
示
す
遺
産
ば
か
り
に
目
が
奪
わ
れ

が
ち
だ
が
、
日
々
の
日
常
の
中
に
も
歴
史
は
あ
り
、
そ
れ
が
意
外
に
も
観
光

と
深
い
関
係
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
の
だ
。
日
本
に
お
い
て
宗
教
は
、
単
な
る

文
化
財
的
、
歴
史
的
遺
産
と
し
て
の
価
値
の
み
で
は
な
く
、
む
し
ろ
観
光
／

歴
史
／
文
化
／
遺
産
の
間
の
、
か
ら
ま
っ
た
糸
を
ほ
ど
く
端
緒
を
与
え
る
立

ち
位
置
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

三
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
唄
で
も
知
ら
れ
る
江
ノ
島
と
湘
南
海
岸
は
、

神
奈
川
県
を
代
表
す
る
観
光
地
だ
が
、
観
光
地
と
し
て
の
歴
史
は
江
戸
時
代

か
ら
数
百
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
江
ノ
島
は
、
富
士
を
背
景
と
し
た
風
光
明
媚
な
地
と
し
て
知

ら
れ
る
一
方
、
江
島
弁
財
天
へ
の
参
詣
地
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
双
方
の
側
面
、

風
光
明
媚
な
場
所
に
あ
る
宿
泊
所
と
宗
教
施
設
を
兼
ね
備
え
て
い
た
の
が
寺

院
で
あ
っ
た
。
江
島
弁
財
天
は
「
神
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
神
」
に
関
わ
る

宗
教
者
が
仏
教
者
だ
っ
た
訳
で
あ
る
。
江
ノ
島
に
は
か
つ
て
岩
屋
本
宮
、
上

之
宮
、下
之
宮
の
三
社
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
別
当
（
真
言
宗
の
社
僧
）
が
い
て
、

彼
ら
が
宗
教
者
と
旅
館
業
双
方
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
神
仏
分

離
に
よ
り
、
彼
ら
は
宗
教
者
と
し
て
の
地
位
を
剥
奪
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、

岩
屋
本
宮
を
祭
祀
し
て
い
た
岩
本
院
（
岩
本
坊
）
は
旅
館
業
へ
と
「
転
職
」
し

た
。
現
在
の
江
ノ
島
の
老
舗
旅
館
、
岩
本
楼
が
そ
れ
で
あ
る
。

現
在
の
岩
本
楼
の
中
に
は
、「
岩
本
資
料
館
」
と
し
て
岩
本
院
の
資
料
を

展
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
江
ノ
島
の
岩
屋
に
あ
っ
た
と
い
う
八
臂
弁
財
天
は

ロ
ビ
ー
に
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
観
光
客
の
目
に
留
ま
り
に
く
い
が
、
観
光
と

宗
教
の
関
係
を
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

現
代
の
御
師

伊
勢
神
宮
の
外
宮
の
御
師
た
ち
や
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
富
士
講
の
御

師
た
ち
は
、
基
本
的
に
自
ら
の
宗
教
色
を
消
し
去
り
旅
館
業
に
特
化
し
て

い
っ
た
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
御
師
と
し
て
の
活
動
を
継
続
さ
せ
た
地
域
も

あ
っ
た
。
丹
沢
の
大
山
講
の
御
師
集
落
、
青
梅
の
御
岳
山
山
頂
の
御
師
集
落

が
関
東
で
は
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
期
の
大
変
革
を
乗
り
切
り
、
よ
く
ぞ
現

鎌
倉
時
代
に
端
を
発
す
る
岩
本
楼

写
真
／
岩
本
楼
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旅
行
業
界
に
は
海
外
旅
行
史

の
内
部
資
料
は
い
く
ら
で

も
あ
る
の
だ
が
、
私
が
書

き
た
か
っ
た
の
は
そ
う
し
た
旅
行
業
界

史
で
は
な
く
、
旅
行
者
の
側
か
ら
見
た

歴
史
で
あ
る
。
日
本
人
は
何
に
誘
わ
れ

て
外
国
に
行
っ
た
の
か
、
外
国
の
情
報

を
ど
う
得
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
海
外
旅
行
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
を
書
い
て
み
た
か
っ
た
」。

著
者
に
よ
っ
て
「
あ
と
が
き
」
に
綴

ら
れ
た
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
が
、そ
し
て
、

戦
後
海
外
旅
行
「
外
」
史
と
さ
れ
た
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
が
、
本
書
の
す
べ
て
を
言

い
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
周

知
の
と
お
り
、
日
本
に
お
け
る
海
外
旅

行
が
自
由
化
さ
れ
た
の
は
、
1
9
6
4

年
4
月
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
、

海
外
旅
行
自
由
化
か
ら
近
年
に
至
る

ま
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
由
化
前

夜
の
状
況
を
も
射
程
に
収
め
な
が
ら
、

ツ
ー
リ
ス
ト
側
の
視
点
か
ら
「
海
外
旅

行
の
戦
後
史
」
を
描
き
出
す
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
前
半
部
分
で
は
主
に
、
映

画
、
歌
謡
曲
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
、

雑
誌
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
旅
行
記
な
ど

と
い
っ
た
、
大
衆
寄
り
の
メ
デ
ィ
ア
の

果
た
し
た
役
割
が
、
後
半
部
分
で
は
主

に
、
ツ
ー
リ
ス
ト
の
携
行
品
や
服
装
、

機
内
食
、
み
や
げ
も
の
を
含
め
た
旅
先

で
の
買
い
物
事
情
な
ど
の
時
系
列
的
な

変
遷
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
写
真
資
料

や
関
係
者
の
証
言
と
と
も
に
再
構
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
類
書
と
は
、

明
ら
か
に
一
線
を
画
し
て
い
る
。

本
書
で
は
、
戦
後
日
本
の
「
世
相
」

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
変
容
し
て
い
っ
た

海
外
旅
行
の
姿
や
、
一
部
の
「
エ
リ
ー

ト
」
た
ち
の
も
の
で
あ
っ
た
海
外
旅
行

が
大
衆
化
し
て
い
く
過
程
、
そ
の
海
外

旅
行
に
参
加
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト
が
徐
々

に
「
消
費
者
」
と
し
て
の
側
面
を
強
め

て
い
く
様
子
な
ど
が
、
実
に
鮮
や
か
に

描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
書

を
通
読
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
日
常
生

活
に
お
い
て
も
は
や
「
当
た
り
前
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
海
外
旅
行
の
、
そ
し

て
、ツ
ー
リ
ス
ト
で
あ
る
我
々
自
身
の
、

「
生
い
立
ち
」
を
追
い
か
け
て
い
く
こ
と

と
等
し
い
。

本
書
で
は
、
戦
後
日
本
の
歩
み
と
無

関
係
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
大
衆
観
光

の
横
顔
の
み
な
ら
ず
、
海
外
旅
行
と
い

う
糸
口
か
ら
読
み
解
か
れ
た
現
代
日
本

の
あ
り
よ
う
ま
で
も
が
、
見
事
に
素
描

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

（
千
住
一
）

日
本
人
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
め
ぐ
っ
て

本
号
の
特
集
テ
ー
マ「
観
光
と
歴
史
」
に
関
連
す
る
書
籍
の
中
か
ら
今
回
選
ん
だ
の
は
、

戦
前
、戦
後
の
日
本
人
の
海
外
旅
行
を
め
ぐ
る
2
冊
。

海
外
観
光
旅
行
の
誕
生

有
山
輝
雄 

著

吉
川
弘
文
館
（
2
0
0
2
）　

1
7
8
5
円

主
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
近
代
日

本
が
勢
力
圏
を
拡
大
し
て
い
く
な
か
で

発
現
し
て
い
っ
た
、「
海
外
観
光
旅
行
」

の
姿
で
あ
る
。

本
書
で
使
わ
れ
る
「
海
外
観
光
旅
行
」

と
い
う
語
に
は
、
ふ
た
と
お
り
の
意
味

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。つ
ま
り
第
一
が
、

日
本
本
土
か
ら
日
本
の
勢
力
圏
と
し
て

の
「
満
韓
」
へ
と
出
掛
け
て
い
く
旅
行

で
あ
り
、
そ
の
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
著
者
が
こ
こ

で
指
摘
す
る
の
は
、
当
時
の
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
を
発
行
す
る
新
聞

各
社
が
、
こ
の
類
の
旅
行
の
多
く
を
主

催
し
た
と
い
う
点
で
あ
っ
て
、確
か
に
、

最
初
の
「
満
韓
」
旅
行
は
、
1
9
0
6

年
に
朝
日
新
聞
社
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ

て
い
る
。

本
書
に
お
け
る
「
海
外
観
光
旅
行
」

と
い
う
語
の
第
二
の
含
意
は
、
第
一
の

そ
れ
と
は
逆
に
、
日
本
の
勢
力
圏
で
あ

る
「
満
韓
」
か
ら
日
本
本
土
へ
と
向
か

う
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
こ
の
旅
行
に

は
「
満
韓
」
居
住
者
が
参
加
し
、
特
に

1
9
0
9
年
に
韓
国
か
ら
日
本
を
訪
れ

た
一
行
に
は
、
反
日
的
な
志
向
を
持
つ

政
界
有
力
者
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
「
海
外
観
光
旅
行
」
に

も
新
聞
が
大
き
く
関
わ
り
、
日
本
各
地

を
見
て
ま
わ
る
「
満
韓
」
か
ら
の
参
加

者
の
様
子
が
、
逐
次
、
各
新
聞
紙
上
に

日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
近

代
日
本
は
、
朝
鮮
半
島
や

「
満
州
」
と
い
っ
た
東
ア

ジ
ア
各
地
を
、
自
ら
の
影
響
下
あ
る
い

は
統
治
下
に
置
い
て
い
っ
た
。
本
書
で

掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
本
書
で
は
、
1
9
0
8
年

に
朝
日
新
聞
社
が
募
集
し
た
世
界
一
周

旅
行
や
、
1
9
0
9
年
か
ら
翌
年
に
か

け
て
日
本
を
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

観
光
団
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

本
書
に
お
け
る
著
者
の
関
心
は
、
日
本

に
せ
よ
「
満
韓
」
に
せ
よ
、
各
地
を
訪

れ
た
参
加
者
た
ち
が
、「
何
」
を
、「
ど

の
よ
う
に
」、「
み
た
・
み
せ
ら
れ
た
」

の
か
、
そ
し
て
、
当
時
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
で
あ
る
新
聞
各
紙
が
、
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
関
係
し
た

の
か
と
い
っ
た
点
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
海

外
観
光
旅
行
」
が
置
か
れ
た
政
治
的
文

脈
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
う
し
た
近
代
日
本
に
お
け
る
「
海

外
観
光
旅
行
」
の
位
置
づ
け
に
着
目
す

る
本
書
は
、
観
光
を
と
お
し
て
日
本
が

「
外
」
の
世
界
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を

持
と
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
を
論
じ

た
も
の
で
あ
る
と
言
え
、
例
え
ば
、
昨

今
の
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
る
上
で
も
有
益
な
視
点
を

我
々
に
提
供
し
て
く
れ
よ
う
。

読書案内

「

異
国
憧
憬―

戦
後
海
外
旅
行
外
史

前
川
健
一 

著

J
T
B
（
2
0
0
3
）　

1
5
7
5
円
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ナ
」
と
19
世
紀
に
そ
の
周
辺
に
発
達
し
た
新
市
街
と

に
分
か
れ
て
い
る
。「
メ
デ
ィ
ナ
」
は
、
城
壁
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
住
宅
や
宗
教
施
設
、
商
業

施
設
な
ど
都
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
す
べ
て
そ

ろ
っ
て
お
り
、
狭
い
路
地
が
迷
路
の
よ
う
に
走
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
メ
デ
ィ
ナ
」
は
、
モ
ロ
ッ
コ

の
歴
史
が
凝
縮
し
た
空
間
と
も
な
っ
て
お
り
、
フ
ェ

ズ
、マ
ラ
ケ
シ
ュ
な
ど
複
数
の
都
市
の
「
メ
デ
ィ
ナ
」

は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

同
時
に
「
メ
デ
ィ
ナ
」
の
内
部
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

ケ
ー
ル
で
で
き
て
お
り
、
現
地
の
人
々
の
現
実
の
生

活
を
観
光
者
が
体
験
、
理
解
す
る
上
で
も
興
味
深
い

モ
ロ
ッ
コ
観
光
の
重
要
な
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
経
済
開
発
に
お
い
て
観
光
は

大
い
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
基
盤
を
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
ゆ
く
か
が
今
後
の
課
題
と
さ
れ

て
い
る
。
歴
史
遺
産
、
人
々
の
現
在
の
暮
ら
し
、
そ

し
て
観
光
者
の
た
め
の
便
宜
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
観
光
を
展
開
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
時
、
モ
ロ
ッ
コ
の
「
メ
デ
ィ

ナ
」
は
格
好
の
事
例
と
な
る
だ
ろ
う
。 （
大
橋
健
一
）

北
ア
フ
リ
カ
と
い
う
地
域
を
日
本
、
そ
し
て
観
光

と
い
う
視
点
か
ら
眺
め
た
時
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ

有
名
な
観
光
目
的
地
と
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
な
ど
で
知
ら
れ
る
エ
ジ
プ
ト
が
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
国
々
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

立
教
大
学
観
光
研
究
所
で
は
、
2
0
0
6
年
10

月
に
財
団
法
人
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
委
託
研

究
と
し
て
北
ア
フ
リ
カ
の
観
光
産
業
調
査
を
受
託
し
、

リ
ビ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
に
お
い
て
現
地

調
査
を
行
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
委
託
研
究
終

了
後
も
観
光
目
的
地
と
し
て
の
同
地
域
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
、
2
0
0
7
年
度
、
北
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
観
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
所
独
自
の

調
査
研
究
が
行
な
わ
れ
た
。

2
0
0
7
年
度
は
、
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
重
要

な
都
市
観
光
資
源
と
考
え
ら
れ
る
、
モ
ロ
ッ
コ
の
主

要
各
都
市
に
存
在
す
る
「
メ
デ
ィ
ナ
」
と
呼
ば
れ
る

旧
市
街
に
つ
い
て
複
数
の
都
市
の
現
状
に
つ
い
て
現

地
調
査
が
行
わ
れ
た
。

モ
ロ
ッ
コ
の
都
市
の
多
く
は
、
旧
市
街
「
メ
デ
ィ

北アフリカにおける観光調査

モロッコの旧市街「メディナ」

Morocco

立教大学観光研究所の活動紹介

北アフリカにおける
観光調査

開催日

2007
10／18 

講演者

高野登
ザ・リッツ・カールトン・ホテル・カンパニー 日本支社長

演題
最近の観光学部講演会

10／25 アルベール・ヤンガリ
元ガボン共和国 観光・余暇副大臣

Eco Tourism, Parc Nationaux, Biodiversite
-Cas du Gabon-（ガボンにおけるエコ・ツーリズム、国立公園、生物多様性）

12／10 島田昭彦
株式会社 クリップ 代表取締役社長 地域活性プロデュース！人と人・文化と文化をクリップする

2008
1／15 

バダルディン・モハメド
Associate Professor Universiti Sains Malaysia マレーシアで英語を学ぼう！

Legendary Service at The Ritz-Carlton
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歴
史
の
関
係
な
の
か
、
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸

に
は
ア
ジ
ア
人
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
町
が
多

い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
シ
ア
ト
ル
市
も
例
外
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
（U

niversity of 

W
ashington

）
で
は
ア
ジ
ア
人
の
学
生
が
多
く
、
大

学
周
辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ア
ジ
ア
食
が
圧
倒
的
に
大

き
い
割
合
を
占
め
、
中
華
料
理
、
韓
国
料
理
、
和
食
、

タ
イ
料
理
、
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ォ
ー
な
ど
の
店
が
軒
を

並
ぶ
。

装
飾
の
異
な
る
た
く
さ
ん
の
豚
の
像

2
0
0
7
年
9
月
に
シ
ア
ト
ル
に
着
き
、
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
を
散
策
し
た
ら
、
あ
ち
こ
ち
に
豚
の
像
が

目
に
入
っ
て
き
た
。
形
は
立
つ
か
座
る
か
2
種
類
し

か
な
い
が
、
装
飾
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
通
常
の
豚

と
は
か
な
り
違
う
も
の
も
あ
り
、
観
光
客
は
豚
の
像

を
見
る
た
び
に
カ
メ
ラ
を
出
し
て
写
真
を
撮
る
ほ
ど

だ
。
ま
さ
に
シ
ア
ト
ル
の
街
を
飾
る
一
つ
の
風
景
に

な
っ
て
い
る
。

最
初
は
、
こ
の
豚
た
ち
も
ア
ジ
ア
に
関
連
し
た
一

つ
の
シ
ン
ボ
ル
か
な
と
思
っ
て
い
た
。
と
い
う
の

は
、
2
0
0
7
年
は
干
支
で
言
え
ば
豚
年
（
日
本
で

は
イ
ノ
シ
シ
年
と
い
う
が
、起
源
の
中
国
で
は
豚
年
と
い
う
）、

し
か
も
普
通
の
豚
年
で
は
な
く
、
60
年
（
十
干
十
二

支
の
一
巡
り
）
に
一
度
の
金
の
豚
年
で
あ
り
、
こ
の

年
生
ま
れ
た
子
供
は
幸
福
・
長
寿
・
富
貴
の
運
命
を

持
ち
、
更
に
縁
起
が
い
い
と
の
こ
と
で
、
中
国
ま
た

華
人
の
間
で
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
く
ら

い
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
シ
ア
ト
ル
の
豚
の
像
も
こ

の
年
に
合
わ
せ
て
出
し
て
い
る
飾
り
だ
ろ
う
と
思
っ

て
し
ま
っ
た
。

回
り
の
ア
メ
リ
カ
人
に
聞
い
て
み
た
ら
、
確
か
に

豚
の
像
は
数
年
前
か
ら
街
頭
に
出
て
い
た
が
、
具
体

的
な
理
由
は
分
か
ら
な
い
と
言
う
。
数
年
前
か
ら
だ

と
す
る
と
、
2
0
0
7
年
の
豚
年
に
合
わ
せ
た
わ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

United 
States of 
America

在外研究通信　04

シアトルの
豚パレード
杜 国慶（観光学部）

2007年9月より1年間の在外研究でア

メリカ・シアトルに滞在した杜准教授の

報告は、ダウンタウンで目にした豚の像

とパレードの由来をめぐる考察。

て
使
う
な
ら
、
港
湾
都
市
の
シ
ア
ト
ル
は
な
ぜ
サ
ー

モ
ン
と
か
ク
ジ
ラ
と
か
を
選
ば
な
い
の
か
。
こ
の
疑

問
を
も
っ
て
、
私
は
豚
の
由
来
を
探
り
始
め
た
。

パ
イ
ク
・
プ
レ
ー
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

実
は
、豚
パ
レ
ー
ド
（Pigs on Parade

）
は
パ
イ
ク
・

プ
レ
ー
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
財
団
（Pike Place  M

arket 

Foundation

）
の
推
進
に
よ
っ
て
、
2
0
0
1
年
に

発
足
し
、
市
場
の
た
め
に
募
金
を
集
め
る
と
と
も
に
、

シ
ア
ト
ル
を
飾
る
風
景
に
な
っ
た
。パ
イ
ク
・
プ
レ
ー

ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
え
ば
、
シ
ア
ト
ル
で
は
現
在
、

ス
ペ
ー
ス
・
ニ
ー
ド
ル
に
次
い
で
訪
問
者
数
の
多
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

1
9
0
7
年
、
農
産
物
の
高
騰
に
怒
っ
た
数
百

人
の
農
民
達
が
農
産
物
を
ワ
ゴ
ン
に
乗
せ
て
や
っ
て

き
た
の
が
パ
イ
ク
・
プ
レ
ー
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
始

ま
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
大
不
況
時
代

に
全
盛
期
に
突
入
し
た
が
、
第
2
次
世
界
大
戦
中
に

農
民
の
多
数
を
占
め
て
い
た
日
系
人
達
が
強
制
収
容

所
へ
連
行
さ
れ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
存
続
が
危
機
に
直

面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
1
9
6
0
年
に
さ
び
れ

て
し
ま
っ
た
こ
の
市
場
を
駐
車
場
や
住
宅
、
オ
フ
ィ

ス
に
再
開
発
し
よ
う
と
い
う
動
き
す
ら
あ
っ
た
が
、

こ
の
市
場
を
保
存
し
て
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る

動
き
が
現
れ
、Friends of the M

arket

と
い
う
団
体

シアトルの豚パレード

シアトルの豚の像
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United 
 States of 
Americaシアトルの豚パレード

ン
ス
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
実
は
こ
の
魚
屋
は
米
国

テ
レ
ビ
局
C
N
N
に
「
ア
メ
リ
カ
で
一
番
わ
く
わ

く
す
る
会
社
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

海
産
物
の
ほ
か
、
色
と
り
ど
り
の
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
、
花
な
ど
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ワ

シ
ン
ト
ン
州
は
全
米
で
も
有
数
の
農
産
物
の
産
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
野
菜
や
果
物
の
種
類
の
豊
富
な
こ

と
に
驚
く
。
奥
に
は
土
産
物
に
な
る
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
も
売
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

地
下
に
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、
ポ
ス
タ
ー
、香
、
レ
コ
ー

ド
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
バ
ッ
グ
な
ど
の
小
売
店
が
あ

り
、
す
べ
て
の
店
を
見
て
ま
わ
る
に
は
半
日
か
か
る

だ
ろ
う
。
加
え
て
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る

た
め
、
食
事
を
兼
ね
た
休
憩
も
で
き
る
。

移
民
と
都
市
再
生
の
物
語

映
画
『Sleepless in Seattle

（
邦
題
：
め
ぐ
り
逢
え

た
ら
）』 

で
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
が
同
僚
と
食
事
を
す
る

シ
ー
ン
も
、
こ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
撮
影
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
今
や
世
界
の
大
企
業
に
成
長
し
た
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
の
1
号
店
も
1
9
7
1
年
に
こ
こ
で
開

店
さ
れ
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
ロ
ゴ
（
胸
を
露
出
し

た
人
魚
の
下
半
身
の
魚
部
分
が
左
右
に
分
か
れ
て
い
る
リ

ア
ル
な
絵
）
も
保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
日
で
は
、

こ
の
市
場
は
シ
ア
ト
ル
の
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
保
存
運
動
を
開
始
し
、
1
9
7
1

年
に
低
取
得
者
を
保
護
す
る
た
め
、
投
票
し
て
市
場

の
保
存
法
案
を
通
し
た
。

な
ぜ
豚
の
像
が
誕
生
し
た
の
か

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
豚
の
像
が
誕
生
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

市
場
の
財
団
は
資
金
を
確
保
す
る
た
め
、
募
金
箱
を

設
置
し
よ
う
と
決
断
を
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
子

供
が
お
小
遣
い
を
貯
め
る
貯
金
箱
は
豚
の
形
が
一
般

的
で
、
英
語
で
も
こ
の
よ
う
な
貯
金
箱
をp iggy bank

と
言
う
。
そ
の
由
来
で
、
地
元
の
彫
刻
家G

eorgia 

G
erber

が
か
な
り
大
き
な
豚
の
形
を
す
る
貯
金
箱
を

作
り
、
市
場
の
入
り
口
に
置
き
、
来
場
者
か
ら
募
金
を

集
め
始
め
た
。
因
み
に
、
2
0
0
6
年
に
来
場
者
に

よ
る
募
金
は
9
0
0
0
米
ド
ル
に
達
し
た
そ
う
だ
。

今
日
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
シ
ア
ト
ル
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
的
な
存
在
に
な
っ
て
お
り
、
地
元
民
だ
け
で
な
く

世
界
中
か
ら
の
観
光
客
が
訪
れ
、
シ
ア
ト
ル
に
と
っ

て
も
重
要
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
統
計
に
よ
る

と
、
平
均
的
に
1
日
3
万
5
0
0
0
人
の
観
光
客

が
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
訪
れ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
入
る
と
、

ま
ず
目
に
入
る
の
がPike Place Fish C

o.

と
い
う

魚
売
場
で
あ
る
。
客
が
注
文
を
す
る
と
、
魚
を
カ
ウ

ン
タ
ー
の
向
こ
う
に
ポ
ー
ン
と
放
り
投
げ
、
パ
ー
ト

ナ
ー
が
キ
ャ
ッ
チ
す
る
の
が
、
見
物
の
パ
フ
ォ
ー
マ

こ
の
よ
う
に
、
パ
イ
ク
・
プ
レ
ー
ス
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
移
民
、
都
市
再
生
な
ど
の
物
語
を
絡
ん
で
誕
生

し
、
さ
ら
に
シ
ア
ト
ル
を
飾
る
豚
パ
レ
ー
ド
を
育
ん

だ
都
市
の
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
2
0
0
7
年
は

マ
ー
ケ
ッ
ト
設
立
1
0
0
周
年
で
、
中
国
の
「
金

の
豚
」
の
年
で
も
あ
り
、
豚
パ
レ
ー
ド
は
こ
の
二
つ

の
喜
び
を
祝
う
た
め
、
豚
の
数
も
1
0
0
に
揃
え

た
。
1
0
0
人
の
豚
愛
好
家
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た

1
0
0
頭
の
豚
は
、
6
月
2
日
か
ら
9
月
29
日
ま

で
街
頭
に
展
示
さ
れ
、
10
月
12
日
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
売
却
さ
れ
た
。

パイク・プレース・マーケット



4�

筆者紹介（50音順）

千住 一
（せんじゅ・はじめ）　観光学研究科　兼任講師

1999年、立教大学社会学部観光学科卒業。2001

年、同大学院観光学研究科博士課程前期課程修

了。2005年、同研究科博士課程後期課程満期退学。

2007年、博士（観光学、立教大学）。同大学観光学

部助手、同助教を経て、2008年より現職。主要著作

に、『「観光のまなざし」の転回』、『観光社会文化論

講義』（ともに分担執筆）。

臺 純子
（だい・じゅんこ） 長野大学環境ツーリズム学部准教授

中央大学文学部卒業。出版社や編集プロダクション

で旅行ライター・編集者として観光に関わる。立教大

学大学院観光学研究科博士課程後期課程修了。博

士（観光学）。立教大学観光学部助手、助教を経て

2008年度より現職。研究テーマは、観光史からみた

社会変化と、雑誌などの観光情報が観光に与える影響。

杜 国慶
（と・こっけい　Du, Guoping）　観光学部准教授

中国雲南省出身。南京大学地理系、同大学大学院を

経て、1994年に国費留学生として来日。1997年4月

に筑波大学大学院博士課程地理学専攻編入学、「中

国の都市システムの変化と要因」と題する論文により、

2000年3月博士号を取得。2000 ～ 02年日本学術

振興会特別研究員。2002年4月より本学観光学部に

勤務。主な研究分野は都市地理、都市観光、地理情

報システム（GIS）。

中西裕二
（なかにし・ゆうじ）　観光学部教授

1961年生まれ。慶應義塾大学大学院社会学研究科

単位取得満期退学後、1991年より福岡大学に勤務。

2006年度より現職。専門は文化人類学、民俗学。日

本とベトナムをフィールドに、宗教・社会・民俗文化に

関する幅広い現地調査を行っている。

橋本俊哉
（はしもと・としや）　観光学部教授

1985年立教大学社会学部観光学科卒業、同大学大

学院社会学研究科博士前期課程・東京工業大学大学

院理工研究科博士後期過程修了。工学博士（1994年

東京工業大学）。専攻は観光行動学ならびに観光者

の視点からの観光計画論。主要著作『観光回遊論』、

共著に『観光の社会心理学』、『21世紀の観光学』、

『現代観光総論』など。

次 号 予 告
2008年10月刊行予定

特集

ようこそJAPAN

07

2008年5月30日発行

発行人 豊田由貴夫

編集人 大橋健一

デザイン 望月昭秀、仲 麻香

印刷 こだま印刷株式会社

問い合わせ先

立教大学観光学部　
〒352-8558　埼玉県新座市北野 1-2-26

TEL 048-471-7375

http://www.rikkyo.ne.jp/grp/tourism/

＊本誌掲載記事の無断転載を禁じます。

©2008 Rikkyo University, College of Tourism. Printed in Japan.

ISBN 4-9902598-3-1

問い合わせ

2008年度　
立教大学観光研究所　
公開講座
立教大学観光研究所では、以下の2つの

観光産業の入門的公開講座を実施しています。

学生はもちろん、社会人など広く受講者を受け入れています。

旅行業講座　
「国内旅行業務取扱管理者試験」
「総合旅行業務取扱管理者試験」
のための準備講座

（2008年4月開講７月修了）

「旅行業講座」は、毎年10月に全国で行われる国家試験「総合旅

行業務取扱管理者試験」とそれに先立ち9月に行われる「国内旅

行業務取扱管理者試験」のための準備講座です。旅行業界とそ

の業務に関心を持つ人たちが受講しています。旅行業に必要な

専門的、かつ実際的な知識を一流の講師陣が、実務経験のない

人にもわかりやすく講義します。講義内容では、旅行業法から

海外・国内観光資源、旅行実務などの幅広い内容を扱います。

ホスピタリティ・マネジメント講座
宿泊・外食産業の理論と経営、最新動向を学ぶ　

（2008年９月末開講12月修了）

ホテル・旅館業・外食産業を中心とするサービス産業は、今日

「ホスピタリティ産業」と呼ばれています。「ホスピタリティ・マネ

ジメント講座」では、ホスピタリティ産業の基本理念から、マネ

ジメントの基礎理論、マーケティング、人事、営業企画、法律、最

新の業界動向といった幅広い内容まで、業界の第一線の実務家

を講師に招いて講義を行います。

立教大学観光研究所事務局
（池袋キャンパスミッチェル館）

TEL 03-3985-2577　FAX 03-3985-0279
Email：kanken@grp.rikkyo.ne.jp

詳しい講義内容、受講申し込みについては

http://www.rikkyo.ne.jp/grp/kanken/


